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こ
の
傾
向
に
対
し
、
学
説
は
ほ
ぼ
こ
ぞ
っ
て
賛
成
の
態
度
を
示
し
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い

商
七
0
巻
三
号
―
ニ
ー
頁
、
米
倉
・
法
協
九
二
巻
二
号
一
七
一
頁
は
反
対
）
。
甲
と
善
意
（
無
過
失
）

と
の
利
益
の
比
較
衡
量
だ
け
が
結
論
を
導
く
基
準
と
な
っ
て
お
り
、
九
四
条
二
項
の
類
推
は
単
に
「
判
断
根
拠
を
実
定
法
に
求
め
る
た
め

の
解
釈
上
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
に
ほ
か
な
ら
な
い
」
（
弐
窓
雌
遭
呻
埠
止
）
と
す
ら
断
言
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
類
推
適
用
が
問
題
と
さ
れ
る
か
ぎ

り
、
利
益
衡
量
だ
け
が
基
準
と
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
く
、
丙
・
丁
の
保
護
の
限
界
も
ま
た
類
推
が
及
ぶ
か
否
か
と
い
う
角
度
か
ら
導
か
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
判
例
⑤
の
判
旨
の
い
う
よ
う
に
、
「
不
実
の
登
記
の
存
在
が
真
実
の
所
有
者
の
意
思
に
基
づ
く
」
場
合
を
超
え
て
、

民
法
九
四
条
―
一
項
と
民
法
―

1
0
条

の
枠
を
超
え
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

（一）

（
但
し
、
最
後
の
事
案
に
つ
い
て
は
、
藤
原
・
民

民
法
九
四
条
二
項
を
類
推
適
用
し
て
仮
装
登
記
名
義
人
よ
り
の
善
意
の
第
三
者
を
保
護
す
る
判
例
群
は
注
目
す
べ
き
展
開
を
見
せ

て
い
る
。
そ
の
流
れ
を
一
べ
つ
す
れ
ば
、
当
初
は
虚
偽
表
示
者
な
い
し
仮
装
外
観
作
出
者
（
甲
）
と
仮
装
登
記
名
義
人
（
乙
）
と
の
仮
装

外
観
作
出
合
意
の
存
在
す
る
事
案
か
ら
出
発
し
て
（
仮
装
登
記
面
上
甲
が
現
わ
れ
て
い
な
い
点
で
類
推
適
用
と
呼
ば
れ
た
。
後
掲
判
例
①
・
②
．

③
・
④
)
、
甲
が
乙
の
承
諾
も
受
け
ず
に
勝
手
に
外
観
を
作
出
し
た
事
案
に
拡
大
さ
れ
（
判
例
⑤
）
、

て
作
出
さ
れ
た
外
観
を
承
認
存
続
せ
し
め
た
と
い
っ
て
甲
の
責
任
が
問
わ
れ
た
も
の
か
ら
（
判
例
⑥
・
⑦
）
、
さ
ら
に
甲
の
承
認
し
た
以

上
の
外
観
を
乙
が
勝
手
に
作
出
し
た
場
合
に
民
法
―

1
0条
の
法
理
を
併
用
し
て
善
意
無
過
失
の
丙
と
の
関
係
に
つ
き
、
甲
の
権
利
の
喪

失
が
帰
結
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
（
判
例
⑨
・
⑩
・
⑪
・
⑫
）
、

放
置
し
た
に
す
ぎ
な
い
場
合
に
す
ら
民
法
九
四
条
二
項
が
類
推
適
用
さ
れ
る
に
至
っ
た
（
判
例
⑧
）
。
最
後
の
ケ
ー
ス
は
も
は
や
「
類
推
」

は

じ

め

に

つ
い
で
甲
の
知
ら
ぬ
間
に
乙
に
よ
っ

つ
い
に
は
、
甲
の
全
く
知
ら
ぬ
間
に
第
一
＿
＿
者
が
作
出
し
た
外
観
を
単
純
に

の
第
三
者
（
丙
）
な
い
し
転
得
者
（
丁
）

（
二
五
五
）



加
重
す
べ
く
、

失
の
第
三
者
た
る
C
•
D

を
保
護
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

す
な
わ
ち
⑨
・
⑩
・
⑪
・
⑫
の
各
判
例
が
存
在
し
て
い
る
。
い
わ
ば
、
九
四
条
二
項
と
―

1
0条
と
を
併
用
適
用
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

民
法
九
四
条
二
項
と
―

1
0条
の
併
用
適
用
と
い
う
の
は
、
例
え
ば
、

記
を
与
え
た
と
こ
ろ
、

⑨
最
判
昭
和
四
三
年
一

0
月
一
七
日
民
集
二
二
巻
ニ
―
八
八
頁
）
、
ま
た
は
融
資
を
希
望
し
て
い
る

A
の
た
め
に
、
そ
の
融
資
の
必
要
上
、

た
ん

B
名
義
に
す
る
の
が
便
宜
で
あ
る
と
し
て
、

A
所
有
の
不
動
産
を

B
名
義
に
仮
装
譲
渡
し
た
と
こ
ろ
、

B
が
さ
ら
に

C
に
融
資
方
を

依
頼
し
て
登
記
用
書
類
を
預
け
、
こ
れ
を
預
か
っ
た

C
が
こ
の
書
類
を
利
用
し
て

C
名
義
に
登
記
を
移
し
て
善
意
無
過
失
の

D
に
売
却
し

た
場
合
（
判
例
⑩
最
判
昭
和
四
五
年
六
月
二
日
民
集
二
四
巻
四
六
五
頁
）
な
ど
に
行
わ
れ
て
い
る
。
最
高
裁
は
右
の
よ
う
な
場
合
に
は
「
九
四

条
二
項
、

右
の
よ
う
な
場
合
に
、
九
四
条
二
項
の
み
を
適
用
し
た
な
ら
、
善
意
だ
け
の
第
三
者
を
も
保
護
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
そ
れ
で
は
妥

当
で
な
い
と
し
て
、
単
な
る
仮
装
行
為
者
の
作
出
し
た
表
見
的
外
観
で
は
な
く
、
中
間
者
（
仮
装
名
義
人
）
が
さ
ら
に
加
功
し
て
仮
装
行

為
者
の
意
思
を
超
え
た
外
観
を
作
出
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
着
目
し
、
善
意
の
ほ
か
無
過
失
の
要
件
を
も
第
三
者
に
課
し
て
保
護
の
要
件
を

―

1
0条
の
法
理
を
援
用
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
な
ぜ
権
限
躁
越
の
代
理
行
為
が
介
在
し
て
い
る
わ
け
で
は

な
い
の
に
代
理
行
為
に
関
す
る
規
定
た
る
―

1
0条
が
援
用
さ
れ
る
の
か
、
ま
た
、

理
由
」
と
表
現
し
て
お
り
、
善
意
・
無
過
失
の
第
三
者
と
い
う
文
言
を
使
用
し
て
い
な
い
の
に
な
ぜ
こ
の
規
定
が
援
用
さ
れ
た
の
か
、

口
九
四
条
二
項
を
類
推
す
べ
き
で
は
な
い
。

関
法

第
四
五
巻
第
ニ
・
三
合
併
号

―

1
0条
は
代
理
権
限
あ
り
と
信
ず
べ
き
「
正
当
ノ

右
の
判
例
群
の
う
ち
、
民
法
―

1
0条
を
併
用
し
て
善
意
の
ほ
か
無
過
失
を
要
求
し
て
第
三
者
を
保
護
し
て
い
る
一
群
の
判
例
、

B
の
信
用
を
高
め
る
た
め
に

A
の
不
動
産
に
つ
い
て

B
に
仮
登

B
は

A
の
印
鑑
を
無
断
使
用
し
て

B
名
義
の
本
登
記
に
改
め
た
上
で
善
意
無
過
失
の

C
に
転
売
し
た
場
合
（
判
例

―

1
0条
の
法
意
に
照
ら
し
、
外
観
尊
重
お
よ
び
取
引
保
護
の
要
請
に
応
ず
」
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
根
拠
と
し
て
、
善
意
無
過そ

四

（
二
五
六
）

vヽ
っ



最
判
昭
和
四
一
年
三
月
一
八
日
（
民
集
二

0
巻
三
号
四
五
一
頁
）

民
法
九
四
条
二
項
と
民
法
―

1
0
条

判
例
③
最
判
昭
和
四
四
年
五
月
二
七
日
（
民
集
二
三
巻
六
号
九
九
八
頁
）

判
例
②

判
例
①

判
例
一
覧

（一） 曰

五

れ
な
ら
、
む
し
ろ
善
意
・
無
過
失
と
い
う
明
示
的
な
表
現
を
有
す
る
一
―
二
条
が
援
用
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
か
っ
た
か
な
ど
た
だ
ち
に
疑

本
稿
は
、
最
高
裁
判
例
に
お
け
る
九
四
条
二
項
の
類
推
適
用
の
う
ち
で
も
、
さ
ら
に
―

1
0
条
の
法
理
を
一
般
的
な
「
外
観
尊
重

の
法
理
」
や
「
禁
反
言
の
法
理
」
と
共
に
援
用
し
て
「
善
意
・
無
過
失
の
第
一
二
者
」
を
保
護
し
て
い
る
判
例
群
に
着
目
し
て
、
そ
れ
ら
の

判
例
法
理
の
理
論
的
妥
当
性
な
ら
び
に
具
体
的
な
問
題
解
決
の
合
理
性
に
つ
い
て
問
題
点
を
明
ら
か
に
し
た
い
と
意
図
し
た
も
の
で
あ
る
。

民
法
九
四
条
二
項
類
推
適
用
判
例

一
に
お
い
て
提
示
し
た
問
題
意
識
を
明
確
に
す
る
た
め
に
は
、
ま
ず
も
っ
て
、
九
四
条
二
項
類
推
適
用
判
例
を
類
型
的
に
概
観
す

る
必
要
が
存
在
す
る
。
類
型
化
は
種
々
の
観
点
か
ら
い
く
つ
か
可
能
で
あ
る
が
、
本
稿
の
視
点
か
ら
は
、
田
九
四
条
二
項
の
み
が
類
推
適

用
さ
れ
た
判
例
と
図
九
四
条
二
項
の
ほ
か
―

1
0
条
が
併
用
適
用
さ
れ
た
判
例
と
に
大
別
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。
田
系
列
の
判
例

に
つ
い
て
、
真
実
の
権
利
者
（
甲
）
が
仮
装
登
記
等
の
発
生
・
存
続
に
い
か
に
か
か
わ
っ
て
い
る
か
と
い
う
観
点
か
ら
判
例
事
案
を
類
型

化
し
て
み
る
と
以
下
の
〔
I
〕
、
〔
II
〕
ヽ
〔
皿
〕

〔I
〕
甲
の
事
前
の
承
認
の
あ
る
場
合

の
よ
う
に
、
図
系
列
は
〔

w〕
の
よ
う
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

最
判
昭
和
二
九
年
八
月
二

0
日
（
民
集
八
巻
八
号
一
五

0
五
頁
）

問
が
生
ず
る
の
で
あ
る
。

（
二
五
七
）



し
て
、
最
高
裁
に
初
め
て
登
場
し
た
の
が
判
例
①
（
最
判
昭
二
九
・
八
・
ニ
0
)

の
と
お
り
で
あ
る
。

口

x女
は
夫
A
の
懇
請
に
よ
り
、
当
時
B
が
所
有
し
て
い
た
家
屋
を
自
ら
買
い
受
け
た
上
A
の
妾
で
あ
る

Yi
に
使
用
さ
せ
る
こ
と
と
し
た
。

YIは
A

と
協
議
し
て
便
宜
上
YI名
義
に
所
有
権
取
得
登
記
を
し
た
。
そ
の
後
、

Yiは
＞
に
家
屋
を
譲
渡
し
も
へ
の
移
転
登
記
も
な
さ
れ
た
。

X
が
自
ら
の
所

判
例
⑫

｀
ー
、ー

9

_

9

 

（
柚
木
・
民
商
三
二
巻
一
号
三
0
頁
、
川
）
で
あ
っ
た
。
事
案
は
つ
ぎ

添
・
法
曹
時
報
六
巻
一
0
号
一
三
四
1

一頁

真
の
権
利
者
甲
が
仮
装
登
記
を
作
出
す
る
に
あ
た
り
、
事
前
に
仮
装
名
義
人
乙
に
承
認
な
い
し
同
意
を
与
え
て
い
た
事
例
と

最
判
昭
和
四
七
年
―
一
月
二
八
日
（
民
集
二
六
巻
九
号
一
七
一
五
頁
）

判
例
⑪
最
判
昭
和
四
五
年
―
一
月
一
九
日
（
民
集
二
四
巻
―
二
号
一
九
一
六
頁
）

判
例
⑩
最
判
昭
和
四
五
年
六
月
二
日
（
民
集
二
四
巻
六
号
四
六
五
頁
）

判
例
⑨

判
例
⑧
最
判
昭
和
四
八
年
六
月
二
八
日
（
民
集
二
七
巻
六
号
七
二
四
頁
）

〔
皿
〕
他
人
の
作
出
し
た
仮
装
外
観
を
甲
が
放
置
し
て
い
た
に
す
ぎ
な
い
場
合

〔
w〕
民
法
九
四
条
二
項
と
―

1
0
条
が
併
用
適
用
さ
れ
た
場
合

最
判
昭
和
四
三
年
一

0
月
一
七
日
（
民
集
ニ
ニ
巻
一

0
号
ニ
―
八
八
頁
）

判
例
⑦

第
四
五
巻
第
ニ
・
三
合
併
号

最
判
昭
和
四
五
年
四
月
一
六
日
（
民
集
二
四
巻
四
号
二
六
六
頁
）

〔II
〕
甲
の
事
後
の
承
認
の
あ
る
場
合

最
判
昭
和
四
五
年
九
月
二
二
日
（
民
集
二
四
巻
一

0
号
一
四
二
四
頁
）

判
例
⑥
最
判
昭
和
三
七
年
九
月
一
四
日
（
民
集
一
六
巻
九
号
一
九
三
五
頁
）

判
例
⑤
最
判
昭
和
四
五
年
七
月
二
四
日
（
民
集
二
四
巻
七
号
一
―
―
六
頁
）

判
例
④

関
法

六

（
二
五
八
）



だ
っ
た
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

(2) 

七

有
権
を
主
張
し
て
、

Yi
に
対
し
て
は
移
転
登
記
手
続
を
、

5
に
対
し
て
は
抹
消
登
記
手
続
を
訴
求
し
た
。
原
審
は
X
の
請
求
を
認
め
た
の
で
、

Yi.

t
が
上
告
し
た
。

「
本
件
家
屋
を
買
受
人
で
な
い

Yi名
義
に
所
有
権
移
転
登
記
し
た
こ
と
が
、

X
の
意
思
に
も
と
づ
く
も
の
な
ら
ば
、
実
質
に
お
い
て
は
、

X
が
B

か
ら
一
旦
所
有
権
移
転
登
記
を
受
け
た
後
、
所
有
権
移
転
の
意
思
が
な
い
に
拘
ら
ず
、

Yiと
通
謀
し
て
虚
偽
仮
装
の
所
有
権
移
転
登
記
を
し
た
場
合

と
何
等
え
ら
ぶ
と
こ
ろ
が
な
い
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
民
法
九
四
条
二
項
を
類
推
し
、

X
は、

Yiが
実
体
上
所
有
権
を
取
得
し
な
か
っ
た
こ
と
を
以
て

善
意
の
第
三
者
に
対
抗
し
得
な
い
も
の
と
解
す
る
の
を
相
当
と
す
る
。

さ
れ
ば
、
原
審
が
、

Yt名
義
に
所
有
権
移
転
登
記
を
受
け
る
に
つ
き
、

Ytと
A
間
に
協
議
の
あ
っ
た
事
実
を
確
定
し
た
に
止
ま
り
、

X
が
こ
れ
に

承
認
を
与
え
た
か
ど
う
か
及
び
℃
の
善
意
悪
意
に
つ
き
何
等
事
実
を
確
定
す
る
こ
と
な
く
、
た
や
す
く

t
に
対
す
る
X
の
本
訴
請
求
を
認
容
し
た
の

は
、
審
理
を
つ
く
さ
な
い
違
法
が
あ
る
も
の
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」

本
件
に
お
い
て
九
四
条
二
項
が
類
推
適
用
さ
れ
た
の
は
、
本
件
家
屋
を

B
か
ら

X
が
購
入
し
て
い
っ
た
ん

x名
義
に
登
記
さ
れ
、

し
か
る
の
ち

X
か
ら

Yi
名
義
に

X
の
意
思
に
基
づ
い
て
移
転
登
記
さ
れ
た
場
合
に
は
、
完
全
に
九
四
条
二
項
の
直
接
適
用
さ
る
べ
き
事
例

で
あ
っ
た
の
に
、
じ
っ
さ
い
に
は
、

B
か
ら

X
へ
の
登
記
の
移
転
は
な
く
、

B
か
ら
直
接

YIに
移
転
さ
れ
、

YIか
ら
さ
ら
に

t
に
移
転
さ

れ
た
た
め
に
、
登
記
面
上
、
真
実
の
権
利
者
た
る

X
の
名
前
が
現
わ
れ
て
い
な
い
、
と
い
う
こ
と
に
あ
る
で
あ
ろ
う
。
ま
さ
に
判
旨
に
あ

る
と
お
り
、
本
件
物
件
の
買
受
人
で
も
な
い

YI名
義
に

X
の
意
思
に
基
づ
い
て
所
有
権
移
転
登
記
を
し
た
こ
と
は
、

X
が
B
か
ら
い
っ
た

ん
名
義
を
得
て
、
し
か
る
の
ち
、

Ytと
通
謀
し
て
、
所
有
権
移
転
の
意
思
な
く
し
て
、
虚
偽
仮
装
の
登
記
行
為
を
し
た
場
合
と
実
質
的
に

は
何
ら
え
ら
ぶ
と
こ
ろ
は
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
九
四
条
二
項
を
類
推
適
用
し
て
善
意
の
第
三
者
を
保
護
す
る
こ
と
は
真
に
妥
当
な
結
論

民
法
九
四
条
二
項
と
民
法
―

1
0
条

最
高
裁
は
破
棄
差
戻
し
て
つ
ぎ
の
よ
う
に
判
示
し
た
。

（
二
五
九
）



判
例
②
の
①
と
の
相
違
点
は
、
判
例
①
が
既
登
記
の
建
物
を
購
入
し
た
真
実
の
買
受
人
が
自
己
に
登
記
名
義
を
経
由
せ
ず
直
接
仮

装
名
義
人
に
移
転
登
記
し
た
も
の
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
判
例
②
は
未
登
記
の
新
築
建
物
を
原
始
的
に
取
得
し
た
真
実
の
権
利
者
が
名

義
人
の
名
義
を
借
り
て
融
資
を
受
け
た
関
係
で
仮
装
名
義
人
の
名
前
で
保
存
登
記
を
し
て
、
そ
の
上
で
融
資
人
の
た
め
に
抵
当
権
設
定
登

記
を
し
た
と
い
う
点
で
あ
る
。
甲
と
乙
と
の
通
謀
性
の
存
在
と
仮
装
登
記
の
発
生
と
い
う
事
実
の
点
で
は
全
く
ち
が
い
が
な
い
。
ち
が
い

(2) 

る。」

第
四
五
巻
第
ニ
・
三
合
併
号

つ
ぎ
の
判
例
②
（
最
判
昭
和
四
一
・
―
―
―
・
一
八
）

（
四
輝
趾
翌
喩

“JJC房
芦
正
齢
‘
一
笠
雰
翡
俎
履
）
の
事
案
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で

X
は
本
件
建
物
を
新
築
し
て
そ
の
所
有
権
を
原
始
的
に
取
得
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
右
新
築
に
あ
た
っ
て
、

Yi
の
名
義
を
借
り
て
、

A

（
住
宅
金

融
公
庫
）
か
ら
建
築
費
用
の
融
資
を
受
け
た
関
係
上
、

Yi
の
了
承
を
得
て
、
右
建
物
に
つ
き
Yi名
義
で
所
有
権
保
存
登
記
を
し
、

A
の
た
め
に
抵
当

権
設
定
登
記
を
し
た
。
Y
は
Y
iか
ら
右
建
物
を
買
い
受
け
て
登
記
し
、
さ
ら
に
善
意
の

Y
aに
こ
れ
を
売
却
し
登
記
も
移
し
た
。
X
か
ら
Y
i
.
5
•
Y
a

に
対
し
、
右
各
登
記
の
抹
消
を
訴
求
し
た
。

Y
i
.
Y
に
対
し
て
は
X
勝
訴
。

Yaに
対
し
て
は
民
法
九
四
条
二
項
の
類
推
適
用
に
よ
り
X
敗
訴
。

X
よ

り
上
告
。

「
未
登
記
の
建
物
の
所
有
者
が
、
他
人
に
右
建
物
の
所
有
権
を
移
転
す
る
意
思
が
な
い
の
に
、
右
他
人
の
承
諾
を
得
た
上
、
右
建
物
に
つ
い
て
右

一
旦
自
己
名
義
の
所
有
権
保
存
登
記
を
経
由
し
た

他
人
名
義
の
所
有
権
保
存
登
記
を
経
由
し
た
と
き
は
、
実
質
に
お
い
て
、
右
建
物
の
所
有
権
が
、

後
、
所
有
権
移
転
の
意
思
が
な
い
の
に
、
右
他
人
と
通
謀
し
て
所
有
権
を
移
転
し
た
か
の
よ
う
な
虚
偽
仮
装
の
行
為
を
し
、
こ
れ
に
基
づ
い
て
虚
偽

仮
装
の
所
有
権
移
転
登
記
を
経
由
し
た
場
合
と
な
ん
ら
異
な
ら
な
い
か
ら
、
民
法
九
四
条
二
項
を
類
推
適
用
し
て
、
右
建
物
の
所
有
者
は
、
右
他
人

が
実
体
上
右
建
物
の
所
有
権
を
取
得
し
な
か
っ
た
こ
と
を
も
っ
て
、
善
意
の
第
三
者
に
対
抗
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ

最
高
裁
は
上
告
を
棄
却
し
て
つ
ぎ
の
よ
う
に
判
示
し
た
。

あ
る
。 国

①
関
法

八

二
六
0
)



②
判
例
③
の
特
殊
性
は
三
点
あ
る
。

を
類
推
適
用
す
る
根
拠
も
判
例
①
と
全
く
同
一
で
あ
っ
て
妥
当
で
あ
る
。

つ
ぎ
の
判
例
③
（
最
判
昭
和
四
四
年
・
五
・
ニ
七
）

九

（
二
六

は
①
は
移
転
登
記
の
仮
装
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
②
は
新
築
建
物
の
保
存
登
記
が
仮
装
さ
れ
た
点
だ
け
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
九
四
条
二
項

（
帽
固
翡
竺
遵
紅
船
邊
竺
讀
闘
[
紐
口
定
四
頁
頑
紅
戎
后
ぢ
事
案

真
の
競
落
人
X
が
Y
の
承
諾
の
も
と
に
Y
名
義
で
不
動
産
（
土
地
）
を
競
落
し
た
と
こ
ろ
、

N
が
Y
か
ら
善
意
で
右
不
動
産
を
買
受
け
た
と
い
う

事
例
で
、

X
は
Y
に
対
し
て
所
有
権
移
転
登
記
の
請
求
、

N

(
参
加
人
）
か
ら
は
、

Y
に
対
し
て
所
有
権
移
転
登
記
、
本
訴
係
属
中
Y
か
ら
所
有
権

移
転
登
記
手
続
を
了
し
た

X
に
対
し
て
は
、
そ
の
抹
消
登
記
手
続
を
求
め
た
も
の
で
あ
る
。
一
、
二
審
と
も
X
の
請
求
棄
却
、
本
件
土
地
は
N
の
所

有
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

X
か
ら
上
告
。

最
高
裁
は
上
告
を
棄
却
し
て
次
の
よ
う
に
判
示
し
た
。
「
原
審
の
確
定
し
た
右
事
実
関
係
に
対
し
通
謀
虚
偽
表
示
に
関
す
る
民
法
九
四
条
の
規
定

を
類
推
適
用
す
べ
き
も
の
と
し
た
原
審
の
判
断
は
、
正
当
で
あ
る
。
」
「
仮
り
に
…
…
通
謀
虚
偽
表
示
の
徹
回
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
虚
偽
表
示
の
外

形
を
と
り
除
か
な
い
限
り
、
右
虚
偽
表
示
の
外
形
を
信
じ
そ
の
徹
回
を
知
ら
ず
に
取
引
し
た
善
意
の
第
三
者
に
は
こ
れ
を
も
っ
て
対
抗
し
え
な
い
と

解
す
べ
き
で
あ
る
…
…
。
」
「
い
や
し
く
も
、
自
ら
仮
装
行
為
を
し
た
者
が
、
か
よ
う
な
外
形
を
除
去
し
な
い
間
に
、
善
意
の
第
三
者
が
そ
の
外
形
を

信
頼
し
て
取
引
関
係
に
入
っ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
取
引
か
ら
生
ず
る
物
権
変
動
に
つ
い
て
、
登
記
が
第
三
者
に
対
す
る
対
抗
要
件
と
さ
れ
て

い
る
と
き
で
も
、
右
仮
装
行
為
者
と
し
て
は
、
右
第
三
者
の
登
記
の
欠
鋏
を
主
張
し
て
、
該
物
権
変
動
の
効
果
を
否
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
も
の

と
解
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
理
は
、
本
件
の
如
く
、
民
法
九
四
条
二
項
を
類
推
適
用
す
べ
き
場
合
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
」

民
法
九
四
条
―
一
項
と
民
法
―

1
0条

は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
。

回

①

一
点
は
類
推
適
用
上
の
要
件
の
問
題
と
し
て
、
競
売
が
問
題
に
な
っ
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
れ

ま
で
は
競
売
が
問
題
と
な
っ
た
こ
と
は
な
い
。
す
な
わ
ち
、
真
の
競
落
人
が
他
人
の
名
前
を
使
っ
て
他
人
の
名
義
で
競
落
し
た
の
で
、
あ

た
か
も
仮
装
名
義
人
が
競
落
人
で
あ
る
か
の
如
き
外
観
が
作
出
さ
れ
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
仮
装
競
落
人
の
承
諾
を
得
て
い
た
の
で
、



伍）

第
四
五
巻
第
ニ
・
三
合
併
号

通
謀
性
に
問
題
は
な
く
、
真
の
競
落
人
が
登
記
面
上
名
前
が
出
て
い
な
い
点
に
お
い
て
類
推
が
問
題
に
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
第
二
点
は
、

本
件
に
お
い
て
は
通
謀
虚
偽
表
示
の
徹
回
が
問
題
に
な
っ
て
い
た
と
い
う
点
で
あ
る
。
判
旨
は
「
徹
回
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
虚
偽
表
示

の
外
形
を
と
り
除
か
な
い
か
ぎ
り
…
…
善
意
の
第
三
者
に
は

（
徹
回
）
を
も
っ
て
対
抗
し
え
な
い
」
と
し
て
い
る
。
正
当
で
あ
ろ
う
。
第

三
点
は
、
本
件
に
お
い
て
は
、
善
意
の
第
三
者
は
い
ま
だ
登
記
を
受
け
て
お
ら
ず
、
本
訴
係
属
中
で
は
あ
る
が
、
仮
装
行
為
を
し
た
真
の

競
落
人
（
所
有
権
者
）

X
に
名
義
人

Y
か
ら
移
転
登
記
が
経
由
さ
れ
て
い
る
の
で
、
は
た
し
て
第
三
者

zは
登
記
な
く
し
て

X
に
対
抗
し

う
る
か
と
い
う
形
で
九
四
条
二
項
の
第
三
者
と
一
七
七
条
の
第
三
者
と
の
関
係
が
正
面
か
ら
問
題
と
な
っ
た
と
い
う
点
で
あ
る
。
判
旨
は
、

九
四
条
二
項
の
直
接
適
用
と
類
推
適
用
を
区
別
す
る
こ
と
な
く
、

X
と
Z
間
は
対
抗
関
係
で
は
な
く
、

N
が
つ
ね
に
優
先
す
る
こ
と
を
承

認
し
て
い
る
。
私
見
は
、
本
件
の
事
案
で
は

Xー

Yー

Z
間
は
順
次
譲
渡
に
お
け
る
前
主
、
後
主
の
関
係
と
な
る
と
考
え
る
の
で
、
判
旨

が
対
抗
問
題
と
し
な
か
っ
た
こ
と
に
賛
成
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
結
論
は
妥
当
で
あ
る
と
思
う
（
拙
稿
•
本
件
判
批
・
法
時
四
二
巻
六

（
国
輝
饂
呼
齢
揺
誌
虹
訊
懸
号
溢
矮
項
雌
）
の
事
案
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
。

X
は、

B
か
ら
未
登
記
の
建
物
を
贈
与
さ
れ
て
所
有
権
を
取
得
し
た
が
、
そ
の
後
（
昭
和
二
六
年
頃
）
、
養
母
A
の
名
義
に
す
る
こ
と
を
許
容
し
た
。

A
は
、
そ
の
事
実
上
の
養
子
Yiを
所
有
者
と
し
て
家
屋
台
帳
上
の
届
出
を
し
た
の
で
、
右
建
物
は
、
久
し
き
に
わ
た
り
未
登
記
の
ま
ま
、
家
屋
台
帳

上
YI
の
所
有
名
義
に
登
録
さ
れ
て
い
た
が
、

X
は
右
建
物
を
名
実
と
も
に
A
の
所
有
と
し
て
し
ま
う
つ
も
り
は
な
く
、
右
建
物
の
固
定
資
産
税
は
終

始

X
が
負
担
し
て
支
払
っ
て
き
た
。

YIは
昭
和
四
0
年
一
月
九
日
、
右
登
録
名
義
に
基
づ
き
、

YI名
義
で
所
有
権
保
存
登
記
を
し
た
上
、
同
月
一
四

日
t
と
の
間
で
、

t
の
た
め
に
右
建
物
に
つ
き
根
抵
当
権
設
定
契
約
、
停
止
条
件
付
代
物
弁
済
契
約
お
よ
び
賃
貸
借
契
約
を
な
し
、
そ
れ
ぞ
れ
必
要

な
登
記
を
経
た
。
つ
い
で

YI
の
債
務
不
履
行
の
結
果
、
同
年
五
月
、
℃
は
代
物
弁
済
契
約
の
条
件
成
就
に
よ
り
所
有
権
移
転
登
記
（
本
登
記
）
を
得

(I) 

判
例
④
（
最
判
昭
和
四
五
•
四
・
一
六
）

号
―
二
三
頁
参
照
）
。

関
法

1
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最
高
裁
は
破
棄
差
戻
し
て
つ
ぎ
の
よ
う
に
判
示
し
た
。

た。

X
は、

Yl
に
対
し
て
は
所
有
権
の
確
認
と
登
記
の
抹
消

‘
tに
対
し
て
は

Y
の
経
由
し
た
各
登
記
の
抹
消
を
訴
求
し
た
。
一
審
、
二
審
と
も
に

x勝
訴
。

Y
i
.
Y上
告
。

「
お
よ
そ
、
未
登
記
の
建
物
所
有
者
が
他
人
に
右
建
物
の
所
有
権
を
移
転
す
る
意
思
が
な
い
の
に
そ
の
他
人
の
承
諾
を
え
て
右
建
物
に
つ
き
そ
の

他
人
名
義
の
所
有
権
保
存
登
記
を
経
由
し
た
と
き
は
、
建
物
所
有
者
は
、
民
法
九
四
条
二
項
の
類
推
適
用
に
よ
り
、
登
記
名
義
人
が
そ
の
所
有
権
を

取
得
し
な
か
っ
た
こ
と
を
も
っ
て
、
善
意
の
第
三
者
に
対
抗
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
解
す
べ
き
こ
と
は
、
当
裁
判
所
の
判
例
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ

る
（
最
判
昭
和
四
一
年
三
月
一
八
日
参
照
）
。
そ
し
て
、
こ
の
こ
と
は
、
未
登
記
の
建
物
所
有
者
が
旧
家
屋
台
帳
法
（
昭
和
二
二
年
法
律
第
三
一
号
）

に
よ
る
家
屋
台
帳
に
そ
の
建
物
が
他
人
の
所
有
名
義
で
登
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
り
な
が
ら
、
こ
れ
を
明
示
ま
た
は
黙
示
に
承
認
し
た
場
合
で

あ
っ
て
も
、
同
様
に
解
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
け
だ
し
、
未
登
記
の
建
物
に
つ
い
て
は
、
家
屋
台
帳
上
の
所
有
名
義
が
、
右
建
物
の
所
有
権
帰
属
の

外
形
を
表
示
す
る
も
の
で
あ
り
、
建
物
所
有
者
が
右
外
形
の
表
示
に
つ
き
事
前
に
承
認
を
与
え
た
場
合
と
事
後
に
承
認
し
た
場
合
と
で
、
そ
の
外
形

に
信
頼
し
た
第
三
者
の
保
護
の
程
度
に
差
等
を
設
け
る
べ
き
理
由
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
」

（
二
六
三
）

「
と
こ
ろ
で
、
右
の
場
合
、

X
が
右
建
物
に
つ
き
家
屋
台
帳
上

YI
の
所
有
名
義
に
登
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
（
右
建
物
に
つ
き
表
示
の
登
記
が
あ
っ

た
後
に
お
い
て
は
、
そ
の
登
記
に
お
い
て

YI
の
所
有
名
義
に
登
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
）
を
明
示
ま
た
は
黙
示
に
承
認
し
て
お
り
、
か
つ
、
も
が
家
屋

台
帳
ま
た
は
登
記
簿
上
で

YI
の
所
有
名
義
が
不
実
で
あ
る
こ
と
に
つ
き
善
意
で
あ
っ
た
と
す
る
な
ら
ば
、

X
は
、
民
法
九
四
条
二
項
の
法
意
に
照
ら

し、

YIが
本
件
建
物
の
所
有
権
を
取
得
し
な
か
っ
た
こ
と
を
も
っ
て
も
に
対
抗
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
し
た
が
っ
て
、
右

5
に
お
い
て
右
建
物
の
所

有
権
を
取
得
し
た
こ
と
に
よ
り
、

X
は
そ
の
所
有
権
を
失
っ
た
も
の
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

し
た
が
っ
て
、
原
審
が
、

X
に
お
い
て
家
屋
台
帳
上

YIの
所
有
名
義
に
登
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
承
認
し
て
い
た
か
ど
う
か
、
お
よ
び

YZが
前
記

の
点
に
つ
き
善
意
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
に
つ
き
何
ら
事
実
を
確
定
す
る
こ
と
な
く
、

X
の
Ylyz両
名
に
対
す
る
本
訴
請
求
を
認
容
し
た
の
は
違
法
で

あ
る
。
」民

法
九
四
条
一
一
項
と
民
法
―

1
0条



版）

第
四
五
巻
第
ニ
・
三
合
併
号

2
 

通
謀
性
の
要
件
を
満
し
て
い
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
た
だ
、

A
の
名
義
に
登
記
さ
れ
た
の
で
は
な
く
、

A
は
そ
れ
を
せ
ず
に
事
実

、
、
、
、
、

上
の
養
子
YI
の
名
義
で
家
屋
台
帳
上
所
有
者
と
し
て
登
録
し
た
と
い
う
点
に
事
案
上
の
特
殊
性
が
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
本
件
で
は
、
家
屋
台

本
件
に
お
い
て
は
、
権
利
者
は
み
ず
か
ら
取
得
し
た
未
登
記
の
建
物
を
養
母
A
の
名
義
に
す
る
こ
と
を
許
容
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、

帳
上
の
所
有
者
名
義
の
登
録
が
九
四
条
二
項
を
類
推
適
用
す
る
場
合
に
必
要
な
要
件
た
る
「
虚
偽
の
意
思
表
示
の
外
形
作
出
」
と
み
な
す

こ
と
が
で
き
る
か
と
い
う
問
題
が
あ
る
。
判
旨
は
、
こ
れ
を
肯
定
す
る
に
あ
た
り
「
未
登
記
の
建
物
に
つ
い
て
は
、
家
屋
台
帳
上
の
所
有

名
義
が
、
右
建
物
の
所
有
権
帰
属
の
外
形
を
表
示
す
る
も
の
」
で
あ
る
こ
と
に
求
め
て
い
る
。
不
動
産
登
記
は
所
有
権
帰
属
の
外
形
に
あ

た
る
と
の
考
え
は
多
数
の
判
例
に
お
い
て
肯
定
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
に
準
ず
る
も
の
と
し
て
家
屋
台
帳
上
の
登
録
を
位
置
づ
け
た
訳
で
あ

る
。
限
界
的
な
事
例
と
も
目
し
う
る
が
一
応
肯
定
し
て
よ
い
判
断
だ
と
思
わ
れ
る
。

判
旨
は
、
家
屋
台
帳
上
の
登
録
に
つ
い
て
権
利
者
X
の
事
前
の
承
認
は
な
か
っ
た
が
、
事
後
的
に
明
示
な
い
し
黙
示
に
承
認
し
て
い
た

と
判
断
し
、
こ
れ
を
事
前
の
承
認
に
同
視
し
う
る
旨
を
詳
論
し
て
い
る
が
、

X
は
も
と
も
と

A
へ
の
登
記
名
義
を
事
前
に
許
容
し
て
い
た

の
で
あ
る
か
ら
、

A
か
ら
Yi
へ
の
登
録
か
ら
さ
ら
に
発
展
し
て

Yi
に
よ
る
保
存
登
記
を
経
て
、
第
三
者
が
こ
の
登
記
名
義
を
信
頼
し
て
取

引
関
係
に
入
っ
て
い
た
と
し
て
も
、
こ
れ
は
通
常
の
虚
偽
表
示
に
お
い
て
、
甲
か
ら
乙
名
義
に
登
記
さ
れ
、
乙
が
さ
ら
に
丙
名
義
に
移
転

し
た
の
ち
、
善
意
の
第
一
二
者
丁
が
登
場
し
た
と
い
う
場
合
と
同
じ
く
、
当
然
九
四
条
二
項
に
よ
っ
て
処
理
さ
れ
る
べ
き
場
合
な
の
で
あ
っ

て
、
決
し
て

X
の
意
思
に
対
応
し
な
い
外
形
が
作
出
さ
れ
、
こ
の
外
形
に
第
三
者
が
信
頼
し
た
ケ
ー
ス
と
み
る
べ
き
も
の
で
は
な
い
の
で

あ
る
。
し
た
が
っ
て
本
件
は
、

X
の
事
前
の
承
認
の
あ
る
場
合
に
位
置
づ
け
て
よ
い
ケ
ー
ス
で
あ
る
。
四
宮
前
掲
書
（
民
法
総
則

一
七

0
頁
は
本
件
を
一
応
「
意
思
外
形
対
応
形
」
に
入
れ
つ
つ
も
「
第
三
者
の
信
頼
し
た
外
形
を
他
人
が
作
出
し
た
も
の
で
、
権
利

者
の
意
思
と
く
い
ち
が
う
場
合
（
外
形
他
人
作
出
型
）

関
法

で
あ
っ
て
も
、
権
利
者
が
そ
の
外
形
を
あ
と
か
ら
承
認
し
た
と
き
は
、
そ
の
第
三

（
二
六
四
）

第
四



①

判

例

⑤

は

八
二
号
）
―
二
九
頁
、
高
森
八
四
郎
・
不
動
）
つ
ぎ
の
よ
う
な
事
案
で
あ
っ
た
。

産
取
引
判
例
百
選
（
第
二
版
）
六
四
頁

本
件
係
争
地
（
山
林
）
は
も
と
も
と

x
（
原
告
・
反
訴
被
告
・
被
控
訴
人
・
被
上
告
）
の
所
有
地
を
実
弟
A
の
名
義
に
し
て
い
た
も
の
と

X
が
他

伏）
者
は
九
四
条
二
項
の
類
推
適
用
に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
る
。
」
と
し
て
本
件
を
引
用
さ
れ
る
が
、
本
件
は
「
外
形
他
人
作
出
型
」
と
い
う
必

要
も
な
い
し
、
「
外
形
事
後
承
認
」
に
ふ
れ
る
必
要
も
な
い
ケ
ー
ス
で
あ
る
。
本
件
は
、

ら
に

A
に
よ
っ
て

YI名
義
に
登
記
さ
れ
た
の
ち
善
意
の
第
三
者

Y
が

YI名
義
を
信
頼
し
て
取
引
関
係
に
入
っ
た
事
例
と
実
質
上
同
視
し
て

よ
い
事
案
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
に
九
四
条
二
項
の
類
推
適
用
が
肯
定
さ
れ
た
も
の
と
評
価
す
べ
き
で
あ
る
。

か
ら
買
受
け
た
も
の
を
含
み
合
計
二
三
筆
あ
っ
た
。

X
は
将
来
の
相
続
税
を
考
え
て
右
土
地
を
実
子
B
の
名
義
に
し
て
お
い
た
。
い
ず
れ
も
X
は
B

に
所
有
権
移
転
の
意
思
は
な
く
、
名
義
の
み
を
B
の
知
ら
ぬ
間
に
B
に
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

B
は
家
出
し
て
生
活
に
ゆ
き
づ
ま
り
司
法
書
士
D
に

相
談
の
上
借
金
を
申
し
入
れ
た
と
こ
ろ

D
は
自
分
の
妻
Y
の
代
理
人
と
な
っ
て
、
本
件
土
地
を
Y

（
被
告
・
反
訴
原
告
・
控
訴
人
・
上
告
人
）
に
売

却
さ
せ
、
所
有
権
移
転
登
記
を
了
し
た
。

Y
は
一
―
筆
を

Zi
（
被
告
・
反
訴
原
告
・
控
訴
人
・
上
告
人
）
に
‘
―
二
筆
を

22
（
反
訴
の
点
を
除
き

Zi

に
同
じ
）
（
Y
の
実
兄
）
に
売
却
し
、
そ
れ
ぞ
れ
所
有
権
移
転
登
記
を
経
由
し
た
。

X
は
zi22を
債
務
者
と
し
て
本
件
山
林
の
処
分
禁
止
の
仮
処
分

を
か
け
、

Y
Z
l
2
2
に
対
し
て
所
有
権
の
確
認
を
求
め
た
の
が
本
件
で
あ
る
。

Y
Z
l
は、

X
の
違
法
な
仮
処
分
に
よ
る
損
害
賠
償
を
求
め
て
反
訴
を
提

一
、
二
審
と
も

x勝
訴
。

Y
Z
l
2
2
が
上
告
。

起
し
た
。

二
六
五

X
が

A
と
通
謀
し
て

A
名
義
に
登
記
さ
れ
、
さ

最
高
裁
は

21
の
反
訴
に
関
す
る
部
分
破
棄
差
戻
、

Y
2
2
の
本
訴
に
関
す
る
部
分
上
告
棄
却
し
て
つ
ぎ
の
よ
う
に
判
示
し
た
。

ま
ず
本
件
事
案
に
民
法
九
四
条
二
項
の
類
推
適
用
の
許
否
に
つ
き
、
「
不
動
産
の
所
有
者
が
、
他
人
に
そ
の
所
有
権
を
帰
せ
し
め
る
意
思
が

な
い
の
に
、
そ
の
承
諾
を
得
て
、
自
己
の
意
思
に
基
づ
き
、
当
該
不
動
産
に
つ
き
右
他
人
の
所
有
名
義
の
登
記
を
経
由
し
た
と
き
は
、
所
有
有
は
、

民
法
九
四
条
二
項
の
類
推
適
用
に
よ
り
、
登
記
名
義
人
に
右
不
動
産
の
所
有
権
が
移
転
し
て
い
な
い
こ
と
を
も
っ
て
、
善
意
の
第
三
者
に
対
抗
す
る

民
法
九
四
条
二
項
と
民
法
―

1
0
条

（一）

（
最
判
昭
和
四
五
・
七
・
ニ
四
）

横
山
長
・
法
曹
時
報
ニ
―
二
巻
七
号
一
四
九
頁
、
遠
藤
浩
・
民
商
法
雑
誌
六
八
巻
一
＿
一
号
五
一
八
頁
、
下
森
定
・
判
例
評

、
一
四
五
号
（
判
例
時
報
六
一
八
号
）
て
二
頁
、
山
本
進
一
・
昭
和
四
五
年
度
重
要
判
例
解
説
（
ジ
ュ
リ
ス
ト
四



た
場
合
だ
か
ら
で
あ
る
。

(2) 

仁）
に
属
す
る
と
の

X
の
主
張
を
是
認
し
た
原
審
の
判
断
は
正
当
で
あ
る
。

第
四
五
巻
第
ニ
・
三
合
併
号

こ
と
が
で
き
な
い
と
解
す
べ
き
こ
と
は
、
当
裁
判
所
の
隠
次
の
判
例
に
よ
っ
て
判
示
さ
れ
て
来
た
と
こ
ろ
で
あ
る
（
判
例
①
判
例
⑦
判
例
②
参
照
）

が
、
右
登
記
に
つ
い
て
登
記
名
義
人
の
承
諾
の
な
い
場
合
に
お
い
て
も
、
不
実
の
登
記
の
存
在
が
真
実
の
所
有
者
の
意
思
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
以

上
、
右
九
四
条
二
項
の
法
意
に
照
ら
し
、
同
条
項
を
類
推
適
用
す
べ
き
も
の
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
。
け
だ
し
、
登
記
名
義
人
の
承
諾
の
有
無

に
よ
り
、
真
実
の
所
有
者
の
意
思
に
基
づ
い
て
表
示
さ
れ
た
所
有
権
帰
属
の
外
形
に
信
頼
し
た
第
三
者
の
保
護
の
程
度
に
差
等
を
設
け
る
べ
き
理
由

は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
」
し
た
が
っ
て
Y
の
代
理
人
D
の
悪
意
を
認
定
し
、

Y
は
善
意
の
第
三
者
に
あ
た
ら
な
い
と
し
て
、
本
件
山
林
が
X
の
所
有

さ
ら
に

ZI
の
X
に
対
す
る
反
訴
請
求
に
関
し
て
、
「
民
法
九
四
条
二
項
に
い
う
第
三
者
と
は
、
虚
偽
の
意
思
表
示
の
当
事
者
ま
た
は
そ
の
一

般
承
継
人
以
外
の
者
で
あ
っ
て
、
そ
の
表
示
の
目
的
に
つ
き
法
律
上
利
害
関
係
を
有
す
る
に
至
っ
た
者
を
い
い
…
…
、
虚
偽
表
示
の
相
手
方
と
の
間

で
右
表
示
の
目
的
に
つ
き
直
接
取
引
関
係
に
立
っ
た
者
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
者
か
ら
の
転
得
者
も
ま
た
右
条
項
に
い
う
第
三
者
に
あ
た
る
も
の
と
解

す
る
の
が
相
当
で
あ
る
。
そ
し
て
、
同
条
項
を
類
推
適
用
す
る
場
合
に
お
い
て
も
、
こ
れ
と
解
釈
を
異
に
す
べ
き
理
由
は
な
」
い
。

Zlは
こ
こ
に
い

う
第
三
者
に
あ
た
る
か
ら
、
善
意
で
あ
る
か
ぎ
り
、
保
護
を
受
け
え
た
と
い
う
べ
き
で
あ
り
、
善
意
か
否
か
を
判
断
す
べ
き
で
あ
っ
た
の
に
原
審
は

こ
れ
を
怠
っ
た
か
ら
、
違
法
で
あ
る
。

本
件
は
甲
（
真
の
権
利
者
）

の
事
前
の
承
認
の
あ
る
場
合
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
は
異
論
が
な
い
で
あ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
ば
、

X
は
強
制
買
収
を
免
れ
る
目
的
で
実
弟

A
に
仮
装
譲
渡
し
た
本
件
山
林
を
自
己
に
回
復
す
る
に
あ
た
り
、
独
断
で
実
子

B
に
名
義
を
移
し

し
か
し
通
謀
性
に
つ
い
て
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
い
ま
甲
の
事
前
の
承
認
あ
る
場
合
を
さ
ら
に
つ
ぎ
の
よ
う
に
分
類
し
た
と
す
れ
ば
ど

う
な
る
で
あ
ろ
う
か
。
す
な
わ
ち
、
①
乙
（
仮
装
名
義
人
）
が
仮
装
外
形
の
作
出
に
つ
き
当
初
よ
り
承
認
し
て
い
た
場
合
、
②
の
ち
に
そ

れ
を
承
認
し
た
場
合
、
③
単
に
自
己
名
義
へ
の
存
在
を
の
ち
に
了
知
し
た
に
す
ぎ
な
い
場
合
に
分
け
た
と
し
て
、
②
と
③
の
い
ず
れ
に
属

関
法

一四

（
二
六
六
）



つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
。

X
は
B
を
代
理
人
と
し
て
A
の
先
代
A
か
ら
土
地
を
買
い
受
け
た
が
、
た
ま
た
ま
右
の
売
買
契
約
書
に
買
主
名
義
が
B
と
な
っ
て
い
た
関
係
上
、

民
法
九
四
条
―
一
項
と
民
法
―

1
0
条

（七）

(1) 

本
件
判
旨
は
正
当
で
あ
る

推
が
問
題
と
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る

す
る
か
は
必
ず
し
も
判
然
と
し
な
い
。
原
審
は
、

B
が
自
己
名
義
の
存
在
を
知
っ
て

D
を
通
じ

Y
に
本
件
山
林
を
売
却
し
た
時
点
を
と
ら

え
て
、

一五

（
二
六
七
）

X
B
間
に
死
因
贈
与
が
締
結
さ
れ
た
と
み
て
い
た
。
し
か
し
最
高
裁
は
、
九
四
条
二
項
の
類
推
を
図
る
意
図
で
、
贈
与
の
成
立
と

い
う
よ
り
も
、

B
の
単
な
る
了
知
と
と
ら
え
て
自
己
の
意
思
に
基
づ
く
外
形
作
出
行
為
と
い
う
点
に

X
の
帰
責
の
根
拠
を
見
出
そ
う
と
し

（
③
）
。
九
四
条
二
項
の
類
推
適
用
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
前
掲
（
判
例
①
）
判
決
を
は
じ
め
他
の
諸
先
例
は

い
ず
れ
も
仮
装
名
義
人
（
乙
）

の
承
諾
を
積
極
的
に
認
定
し
て
、
虚
偽
表
示
に
お
け
る
通
謀
性
の
要
件
を
充
足
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
た
の

に
反
し
、
本
件
は
、
こ
の
先
例
を
踏
台
に
、
そ
れ
を
は
る
か
に
超
え
て
、

乙
の
承
諾
の
有
無
を
問
わ
ず
、
「
不
実
の
登
記
の
存
在
が
真
実

の
所
有
者
の
意
思
に
基
づ
く
」
こ
と
の
み
が
九
四
条
二
項
の
類
推
の
根
拠
を
な
し
、
そ
の
理
由
を
乙
の
承
諾
の
有
無
に
よ
っ
て
「
真
実
の

意
思
に
基
づ
い
て
表
示
さ
れ
た
所
有
権
帰
属
の
外
形
に
信
頼
し
た
第
三
者
の
保
護
の
程
度
に
差
等
」
を
設
け
る
必
要
が
な
い
こ
と
に
求
め

て
い
る
。
私
見
に
よ
れ
ば
、
前
記
の
①
及
び
②
は
い
ず
れ
も
通
謀
要
件
を
満
た
す
と
考
え
ら
れ
、
仮
装
登
記
の
作
出
行
為
に
九
四
条
を
類

推
と
い
う
ま
で
も
な
く
、
直
接
適
用
し
て
よ
い
と
思
う
。
し
か
し
、
③
の
場
合
は
、
「
通
謀
」
と
い
う
こ
と
は
む
ず
か
し
く
、
や
は
り
類

私
見
に
よ
れ
ば
、
九
三
条
但
書
の
適
用
さ
れ
る
場
合
に
も
、
九
四
条
二
項
が
類
推
適
用
さ
れ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
意
味
に
お
い
て

（
於
保
・
民
商
五
五
巻
四
号
一
―
一
頁
以
下
は
、
所
有
者
自
ら
が
他
人
名
義
の
登
記
を
し
た
か
、
ま
た
は
そ
れ
を
承
認
し
た

こ
と
を
も
っ
て
必
要
か
つ
十
分
で
あ
る
、
と
早
く
よ
り
、
卓
見
を
示
さ
れ
て
い
た
）
。

判
例
⑥
（
最
判
昭
和
三
七
・
九
・
一
四
）

（
星
野
・
法
協
八
一
巻
五
号
六

0
二
頁
、
舟
橋
・
民
商
四
八
巻
六
号
九
二
八
頁
、
真
船
・
法
曹
時
報
―
)
の
車
工
来
は

五
巻
三
号
四
＝
―
-
―
-
頁
、
乾
・
法
律
時
報
三
五
巻
七
号
八
一
頁
、
金
山
・
阿
志
社
法
学
八
ー
1

一
号
八
0
頁
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第
四
五
巻
第
ニ
・
三
合
併
号

B
を
し
て
A
に
対
す
る
所
有
権
移
転
登
記
手
続
請
求
の
訴
を
起
こ
さ
せ
た
。

B
は
勝
訴
し
、
そ
の
確
定
判
決
に
基
づ
い
て
自
己
に
対
す
る
移
転
登
記

を
し
た
（
昭
和
―
一
年
）
。
そ
の
後
X
は
し
ば
し
ば
B
に
対
し
移
転
登
記
を
す
る
よ
う
請
求
し
た
が
B
は
こ
れ
を
怠
っ
て
い
た
。
昭
和
一
九
年
に
B

死
亡
。

B
の
相
続
人

YI
へ
の
相
続
登
記
は
昭
和
二
七
年
三
月
二
二
日
に
な
さ
れ
、
同
日

YIか
ら
も
へ
の
売
買
を
原
因
と
す
る
移
転
登
記
が
、
次
い
で

同
月
二
五
日
に
℃
か
らY
aへ
の
売
買
に
よ
る
移
転
登
記
が
な
さ
れ
た
。
X

は
、
所
有
権
の
確
認
と
、
t
•
Y
aに
対
し
登
記
の
抹
消
、
Y
Iに
対
し
移
転

登
記
を
求
め
て
本
訴
を
提
起
し
た
。
原
審
は
、

B
は
X
の
代
理
人
で
あ
る
か
ら
本
件
士
地
所
有
権
を
取
得
す
る
理
由
が
な
く
、
し
た
が
っ
て

Yl.

t
•
Y
aも
所
有
権
を
取
得
す
る
理
由
が
な
い
と
し
て
、
X

勝
訴
。
Y
Iら
上
告
。

最
高
裁
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
判
示
し
、
原
判
決
を
破
棄
し
て
差
戻
し
た
。

B
名
義
の
登
記
は
X
の
意
思
に
基
づ
い
て
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
「
実
質
的
に
は
あ
た
か
も
X
が、

B
と
通
謀
し
て
同
人
名
義
に
虚
偽
仮

装
の
所
有
権
移
転
登
記
を
な
し
た
場
合
と
え
ら
ぶ
と
こ
ろ
は
な
く
、
民
法
九
四
条
二
項
の
法
意
に
照
し
、

X
は
B
が
本
件
土
地
の
所
有
権
を
取
得
し

な
か
っ
た
こ
と
を
も
っ
て
善
意
の
第
三
者
に
対
抗
し
え
な
い
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
」
と
し
て
、
5
•
Y
aが
善
意
の
第
三
者
に
あ
た
る
か
否
か

を
審
理
せ
よ
と
し
て
差
戻
し
た
。

本
件
に
お
い
て

X
は
、
当
初
は
、

B
名
義
へ
の
虚
偽
仮
装
の
登
記
を
作
出
し
よ
う
と
す
る
意
思
は
全
く
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

B

を
代
理
人
と
し
て
不
動
産
取
引
を
さ
せ
た
と
こ
ろ
、

B
は
代
理
人
と
し
て
で
は
な
く
、
本
人
と
し
て
所
有
権
を
取
得
し
て
し
ま
っ
た
の
で
、

や
む
な
く
、
売
主
に
対
し
て

B
名
義
で
訴
の
提
起
を
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し

B
名
義
で
売
主
を
訴
え
た
以
上
は
、

B
名
義
の
仮
装
登
記
を
是
認
し
、
そ
の
上
で
法
律
関
係
を
形
成
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
以
後
は
、
判
例
⑤
の
判
旨
の
い
う
と
お

り
「
不
実
の
登
記
の
存
在
が
真
実
の
所
有
者
の
意
思
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
以
上
、
右
九
四
条
二
項
の
法
意
に
照
ら
し
、
同
条
項
を
類
推

適
用
す
べ
き
も
の
と
」
解
す
る
の
が
相
当
な
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
虚
偽
仮
装
の
外
観
た
る

B
名
義
の
登
記
を
除
去
し
よ
う
と
し
て
、

自
己
名
義
に
回
復
す
る
た
め
、

B
に
移
転
登
記
を
せ
よ
と
請
求
し
て
い
た
と
し
て
も
、
結
論
的
に
は
変
わ
り
は
な
い
の
で
あ
る
。
す
な
わ

関
法

一六
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六
八
）



た
先
例
（
判
例
③
）
に
照
ら
し
て
も
本
件
の

X
は
救
済
さ
れ
え
な
い
こ
と
と
な
る
の
で
あ
る
。

一
七

二
六
九
）

ち
、
虚
偽
表
示
の
徹
回
は
、
外
観
を
除
去
し
な
い
か
ぎ
り
、
徹
回
後
に
登
場
し
た
善
意
の
第
三
者
に
は
対
抗
し
え
な
い
旨
を
判
示
し
て
い

x
（
原
告
・
反
訴
被
告
・
被
控
訴
人
・
被
上
告
人
）
の
愛
人

A
は、

X
の
印
鑑
等
を
無
断
で
使
用
し
、

X
か
ら

A
へ
の
所
有
権
移
転
登
記
を
了
し

た。

X
は
、
後
日
に
至
り
そ
の
こ
と
を
知
っ
た
の
で
あ
る
が
、
費
用
や

A
.
X
が
正
式
の
婚
姻
を
し
同
居
す
る
に
至
っ
た
と
い
っ
た
事
情
も
あ
っ
た

た
め
、
登
記
名
義
を
変
更
し
な
い
ま
ま
放
置
し
て
い
た
。
し
か
も
、

X
が
B
相
互
銀
行
と
取
引
を
な
す
に
際
し
て
は
、

A
名
義
の
ま
ま
右
不
動
産
に

根
抵
当
権
を
設
定
し
、
そ
の
登
記
を
了
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
ま
も
な
く
、

A
は
X
を
相
手
に
離
婚
の
訴
を
提
起
し
、
そ
の
費
用
調
達
の
た
め
、

本
件
建
物
の
一
部
を
担
保
に
供
し
、

Y

（
被
告
・
反
訴
原
告
・
控
訴
人
・
上
告
人
）
か
ら
借
金
し
た
の
で
あ
る
が
、
弁
済
の
見
込
が
な
か
っ
た
た
め
、

当
該
担
保
目
的
物
を

Y
に
譲
渡
し
、
所
有
権
移
転
登
記
を
も
了
し
た
（
建
物
の
一
部
で
あ
っ
た
が
、
登
記
簿
上
独
立
の
不
動
産
と
な
っ
て
い
た
た
め
、

登
記
を
な
し
え
た
）
。
そ
こ
で

X
は、

Y
を
相
手
と
し
、
家
屋
明
渡
等
を
訴
求
し
、

Y
は
、
所
有
権
確
認
等
の
反
訴
に
及
ん
だ
。
第
一
審
、
原
審
は

と
も
に
、

X
か
ら

A
へ
の
所
有
権
移
転
登
記
は
、

A
が
勝
手
に
な
し
た
も
の
で
あ
り
、
虚
偽
表
示
が
な
さ
れ
た
こ
と
は
認
め
ら
れ
な
い
か
ら
、
無
効

の
登
記
で
あ
り
、

Y
は
所
有
権
を
取
得
す
る
こ
と
は
な
い
と
し
た
。

Y
は、

x
.
A
の
行
為
（
根
抵
当
権
の
設
定
を
含
む
）
は
、
虚
偽
表
示
（
類
似

の
も
の
）
で
あ
り
、

Y
は
善
意
”
無
過
失
“
で
あ
る
と
し
て
上
告
。

最
高
裁
は
、
上
告
理
由
を
一
部
棄
却
、
一
部
破
棄
差
戻
し
て
つ
ぎ
の
よ
う
に
判
示
し
た
（
破
棄
部
分
に
か
か
わ
る
）
。

「
お
よ
そ
、
不
動
産
の
所
有
者
が
、
真
実
そ
の
所
有
権
を
移
転
す
る
意
思
が
な
い
の
に
、
他
人
と
通
謀
し
て
そ
の
者
に
対
す
る
虚
構
の
所
有
権
移

転
登
記
を
経
由
し
た
と
き
は
、
右
所
有
者
は
、
民
法
九
四
条
二
項
に
よ
り
、
登
記
名
義
人
に
右
不
動
産
の
所
有
権
を
移
転
し
て
い
な
い
こ
と
を
も
っ

て
善
意
の
第
三
者
に
対
抗
す
る
こ
と
を
え
な
い
が
、
不
実
の
所
有
権
移
転
登
記
の
経
由
が
所
有
者
の
不
知
の
間
に
他
人
の
専
断
に
よ
っ
て
さ
れ
た
場

民
法
九
四
条
二
項
と
民
法
―

1
0
条

．． 
ー

nv 
h
>

（
 

頁
、
鈴
木
重
信
・
民
法
判
例
）
の
事
案
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
。

百
選
I

（
第
三
版
）
五
八
頁

判
例
⑦
（
最
判
昭
和
四
五
・
九
・
ニ
ニ
）

星
野
英
~
・
法
協
八
九
巻
六
号
七
二
六
頁
、
石
田
喜
久
夫
・
民
商
六
五
巻
三
号
四

0

一
頁
、
横
山
長
・
法
曹
時
報
二
三

ご
巻
八
号
[
九
五
九
頁
ヽ
高
島
乎
蔵

i
刊
例
評
吟
g

二
叫
九
号
一
．
-
こ
貞
、
浜
上
UIj
雄
．
法
律
時
報
四
四
巻
三
号
-

1

一六
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参
照
）
。
」

第
四
五
巻
第
ニ
・
三
合
併
号

一
年
一
ヶ
月
た
っ
て
名
義
人
と
結
婚
し
、
さ
ら
に

（
二
七
0
)

合
で
も
、
所
有
者
が
右
不
実
の
登
記
の
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
り
な
が
ら
、
こ
れ
を
存
続
せ
し
め
る
こ
と
を
明
示
ま
た
は
黙
示
に
承
認
し
て
い
た
と

き
は
、
右
九
四
条
二
項
を
類
推
適
用
し
、
所
有
者
は
、
前
記
の
場
合
と
同
じ
く
、
そ
の
後
当
該
不
動
産
に
つ
い
て
法
律
上
利
害
関
係
を
有
す
る
に

至
っ
た
善
意
の
第
三
者
に
対
し
て
、
登
記
名
義
人
が
所
有
権
を
取
得
し
て
い
な
い
こ
と
を
も
っ
て
対
抗
す
る
こ
と
を
え
な
い
も
の
と
解
す
る
の
が
相

当
で
あ
る
。
け
だ
し
、
不
実
の
登
記
の
所
有
者
の
承
認
の
も
と
に
存
続
せ
し
め
ら
れ
て
い
る
以
上
、
右
承
認
が
登
記
経
由
の
事
前
に
与
え
ら
れ
た
か

事
後
に
与
え
ら
れ
た
か
に
よ
っ
て
、
登
記
に
よ
る
所
有
権
帰
属
の
外
形
に
信
頼
し
た
第
三
者
の
保
護
に
差
等
を
設
け
る
べ
き
理
由
は
な
い
（
判
例
④

本
件
は
、
不
実
の
所
有
権
移
転
登
記
の
経
由
が
「
所
有
者
の
不
知
の
間
に
」
「
他
人
（
名
義
人
）

の
専
断
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
」

場
合
で
あ
っ
て
も
、
所
有
者
が
不
実
の
登
記
の
存
在
を
知
っ
て
い
な
が
ら
、
こ
の
不
実
の
登
記
の
存
続
に
つ
き
、
「
明
示
ま
た
は
黙
示
に

承
認
し
て
い
た
と
き
」
に
は
、
九
四
条
二
項
を
類
推
適
用
し
て
、
善
意
の
第
三
者
を
保
護
す
べ
き
で
あ
る
と
、
判
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

そ
し
て
不
実
の
登
記
の
存
続
を
明
示
・
黙
示
に
承
認
し
た
と
い
う
事
実
に
つ
い
て
も
、
明
確
に
他
人
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
不
実
の
外
観
を

後
に
な
っ
て
知
る
に
至
っ
た
権
利
者
が
そ
れ
を
知
っ
た
の
ち
に
そ
の
存
続
に
つ
い
て
承
認
し
て
い
た
と
い
う
事
案
で
あ
る
点
に
特
殊
性
が

あ
る
。
こ
の
間
の
事
情
に
つ
い
て
の
原
審
の
認
定
に
よ
れ
ば
、
所
有
者
は
、
不
実
登
記
が
な
さ
れ
た
翌
日
そ
の
こ
と
を
知
っ
た
が
、
登
記

の
回
復
の
た
め
の
費
用
を
調
達
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
回
復
を
見
送
っ
て
い
る
う
ち
、

そ
の
二
年
三
ヶ
月
後
、
そ
の
商
売
上
の
資
金
を
銀
行
か
ら
借
り
入
れ
る
に
あ
た
り
、
名
義
人
の
所
有
名
義
の
ま
ま
で
目
的
不
動
産
に
根
抵

当
権
を
設
定
し
そ
の
旨
の
登
記
を
も
経
由
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
事
後
的
な
明
示
ま
た
は
黙
示
の
承
認
と
い
う
の
は
、
実
質
的
に
は

右
の
名
義
人
の
所
有
名
義
の
ま
ま
で
根
抵
当
権
を
設
定
し
た
と
い
う
点
に
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
事
後
的
承
認
に
は
、

不
実
の
外
観
に
基
づ
く
新
た
な
法
律
関
係
の
形
成
が
あ
る
の
で
、
「
不
実
の
登
記
の
存
在
が
真
実
の
所
有
者
の
意
思
に
基
づ
い
」
（
判
例
⑤

関
法
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,＇， ー
＇ー，

適
用
し
て
い
る
。

仇

さ
ら
に
判
例
⑧
（
最
判
昭
和
四
八
•
六
・
ニ
八
）

な
い
。

か
よ
う
な
判
例
の
態
度
を
所
有
者
の
保
護
（
静
的
安
全
の
保
護
）

あ
り
、
民
法
九
四
条
二
項
を
根
拠
に
し
て
、
登
記
簿
に
公
信
力
を
与
え
た
の
と
同
じ
結
果
を
認
め
よ
う
と
す
る
努
力
が
な
さ
れ
た
と
い
え

よ
う
（
頭
評
晶
咤
一
芹
飢
贔
記
這
鞣
咽
翡
畜
和
靡
魏
和
匡
塁
孟
愕
）
と
か
、
こ
の
問
題
の
解
決
は
、
真
の
権
利
者
側
の
権
利
を
失
っ
て
も
や

む
を
え
な
い
事
情
と
第
三
者
側
の
保
護
に
値
す
る
事
情
と
の
比
較
考
量
、
こ
と
に
真
の
権
利
者
が
登
記
と
い
う
外
観
を
作
り
出
し
た
こ
と

に
対
す
る
関
与
の
仕
方
・
目
的
等
を
参
酌
し
て
き
め
る
べ
き
で
あ
る
（
埠
i

伺
憤
翌
鮭
芹
訊
む
I
兵
第
鰭
i

コ
訴
心
鈴
）
と
い
う
よ
う
な
、

益
衡
量
や
公
信
力
付
与
へ
の
努
力
な
ど
と
評
価
す
べ
き
も
の
で
は
な
い
。
あ
く
ま
で
も
端
的
に
九
四
条
二
項
の
類
推
適
用
の
射
程
範
囲
を

め
ぐ
る
解
釈
論
の
問
題
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
類
推
適
用
が
問
題
と
さ
れ
る
か
ぎ
り
、
利
益
衡
量
だ
け
が
基
準
と
さ
る
べ
き
で
は
な

く
、
善
意
の
第
三
者
の
保
護
の
限
界
も
ま
た
類
推
が
及
ぶ
か
否
か
と
い
う
角
度
か
ら
導
か
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
判
旨
の
い
う
よ
う
に
、

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

「
不
実
の
登
記
等
権
利
帰
属
の
外
形
の
存
在
が
真
実
の
所
有
者
の
意
思
に
基
づ
く
」
場
合
を
超
え
て
、
九
四
条
二
項
を
類
推
す
べ
き
で
は

民
法
九
四
条
二
項
と
民
法
―

1
0
条

い
う
べ
き
で
あ
る
。

の
判
旨
）

一九

（
二
七
一
）

（
項
翡
杞
浪
琵
唸
誌
砂
四
齢
：
国
聾
如
‘
一
畑
暉
詞
報
）
が
九
四
条
一
一
項
を
類
推

て
発
生
・
存
続
せ
し
め
ら
れ
た
と
い
う
、
九
四
条
二
項
類
推
適
用
の
実
質
的
根
拠
と
な
る
と
み
な
し
て
よ
い
も
の
で
あ
る
。
ま

さ
に
本
件
判
旨
が
「
不
実
の
登
記
が
真
実
の
所
有
者
の
承
認
の
も
と
に
存
続
せ
し
め
ら
れ
て
い
る
以
上
、
右
承
認
が
登
記
経
由
の
事
前
に

与
え
ら
れ
た
か
事
後
に
与
え
ら
れ
た
か
に
よ
っ
て
、
登
記
に
よ
る
所
有
権
帰
属
の
外
形
に
信
頼
し
た
第
三
者
の
保
護
に
差
等
を
設
け
る
べ

き
理
由
は
な
い
」
と
述
べ
て
い
る
と
お
り
で
あ
り
、
九
四
条
二
項
を
類
推
適
用
し
て
善
意
の
第
三
者
を
保
護
し
た
の
は
妥
当
で
あ
っ
た
と

よ
り
も
第
三
者
の
保
護
（
動
的
安
全
の
保
護
）
に
傾
い
た
も
の
で

一
般
的
利



（一）

1
0
条
併
用
適
用
判
例

九
四
条
二
項
の
類
推
適
用
を
否
定
す
べ
き
で
あ
っ
た
と
い
う
べ
き
で
あ
る
（
詳
細
な
評
論
は
別
稿
に
譲
り
た
い
）
。

(2) 

護
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
。
」

第
四
五
巻
第
ニ
・
三
合
併
号

（
二
七
二
）

こ
の
判
例
⑧
の
事
案
は
、

X
は
、
そ
の
所
有
の
未
登
記
建
物
が
区
役
所
の
担
当
係
員
に
よ
っ
て
固
定
資
産
税
課
税
台
帳
に
X
の
夫
A
の
所
有
名
義

で
登
録
さ
れ
て
い
た
の
を
知
り
な
が
ら
、
長
年
こ
れ
を
放
置
し
て
い
た
と
こ
ろ
、

Y
は
右
所
有
名
義
に
よ
り
本
件
建
物
が
A
の
所
有
に
属
す
る
も
の

と
信
じ
て
、

A
に
対
す
る
債
権
に
基
づ
き
こ
れ
を
差
し
押
え
た
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
最
高
裁
は
上
告
を
棄
却
し
て
つ
ぎ
の
よ
う
に
判
示
し
た
。

「
固
定
資
産
課
税
台
帳
は
、
本
来
課
税
の
た
め
に
作
成
さ
れ
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
未
登
記
建
物
に
つ
い
て
の
同
台
帳
上
の
所
有
名
義
は
、
建
物
の

所
有
権
帰
属
の
外
形
を
表
示
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
外
形
を
信
頼
し
た
善
意
の
第
三
者
は
右
と
同
様
の
法
理
に
よ
っ
て
保

本
件
判
旨
は
、
判
例
④
（
最
判
昭
和
四
五
•
四
・
一
六
）
を
引
用
し
て
い
る
。
判
例
④
は
、
家
屋
台
帳
上
他
人
名
義
に
な
っ
て
い

る
こ
と
を
権
利
者
は
明
示
・
黙
示
に
承
認
し
て
い
た
事
案
と
み
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
と
本
件
の
固
定
資
産
税
課
税
台
帳
へ
の
他
人
名
義

の
登
録
と
を
同
一
視
し
よ
う
と
し
、
そ
の
根
拠
を
未
登
記
の
建
物
に
つ
い
て
の
同
台
帳
上
の
所
有
名
義
は
不
動
産
登
記
・
家
屋
台
帳
上
の

登
記
と
と
も
に
「
建
物
の
所
有
権
帰
属
の
外
形
を
表
示
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
」
こ
と
に
求
め
て
い
る
。
し
か
し
こ
れ
は
い
か
に
も
無

理
な
同
一
視
で
あ
ろ
う
と
思
う
。
第
三
者
た
る
区
役
所
の
係
員
が
勝
手
に
作
出
し
た
固
定
資
産
税
課
税
台
帳
へ
の
登
録
を
長
年
に
亘
っ
て

放
置
し
て
き
た
こ
と
を
も
っ
て
虚
偽
表
示
に
準
ず
る
容
態
で
あ
る
と
評
価
す
る
の
は
行
き
す
ぎ
で
あ
る
と
考
え
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
本
件
は

民
法
九
四
条
二
項
・
同
一

ニ
に
お
い
て
述
べ
た
よ
う
に
真
実
の
権
利
者
が
そ
の
意
思
な
く
し
て
虚
偽
の
外
観
を
作
出
し
た
場
合
（
自
己
外
形
作
出
型
）
に
は
、

厳
密
に
は
仮
装
名
義
人
と
の
間
に
通
謀
性
が
欠
け
て
い
て
も
九
四
条
二
項
を
類
推
し
う
る
し
、
権
利
者
自
ら
外
観
を
作
出
し
た
の
で
は
な

関
法

二
0



X
は
、
某
会
社
代
表
取
統
役
A
か
ら
、
取
引
先
の
信
用
を
得
る
た
め
に
所
有
名
義
を
貸
し
て
ほ
し
い
と
頼
ま
れ
、

X
所
有
の
不
動
産
に
つ
き
、
売

買
予
約
を
し
た
と
仮
装
し
、
所
有
権
移
転
登
記
請
求
権
保
全
の
仮
登
記
を
し
た
。
と
こ
ろ
が
、

A
は
、
「
X
」
と
刻
ん
だ
印
章
を
使
用
し
そ
の
印
鑑

届
を
し
て
印
鑑
証
明
書
の
交
付
を
受
け
、
所
有
権
移
転
登
記
申
請
書
委
任
状
を
偽
造
し
、
本
登
記
を
し
た
。
そ
し
て
こ
れ
を
B
会
社
を
経
て

YI
に
売

却
し
、

YIは
そ
の
一
部
を

Y
に
売
却
‘
Yは
そ
の
う
ち
の
建
物
に
居
住
し
て
い
る
。

X
は
A
以
下
の
本
登
記
は
す
べ
て
無
効
で
あ
る
と
し
て
、

Yl.

t
に
対
し
て
所
有
権
確
認
と
移
転
登
記
手
続
、

Y
に
対
し
て
建
物
退
去
明
渡
を
訴
求
し
た
。
一
審
で
は
X
勝
訴
。
二
審
で

Y
l
.
tは
x
.
A間
の
仮

民
法
九
四
条
二
項
と
民
法
―

1
0条

の
事
案
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

(1) 

JII
村
俊
雄
・
民
商
六

0
巻
六
号
九
一
一
頁
、
星
野
英
一
・
法
協
八
七
巻
五
号
六
一
八
頁
、
金
山
正
信
・
法
時
四
一
巻
八
号
）

-
―
三
二
頁
、
川
井
健
•
金
融
商
事
判
例
体
系

m
資
産
管
理
―
二
三
一
頁
、
鈴
木
重
信
、
曹
時
ニ
一
巻
六
号
一
-
]
一
八
頁

の
判
例
群
で
あ
っ
て
、
こ
の
場
合
に
は
、
九
四
条
二
項
、

く
、
他
人
た
と
え
ば
名
義
人
が
独
断
で
作
出
し
た
外
観
を
の
ち
に
権
利
者
が
そ
の
外
観
が
作
ら
れ
た
こ
と
を
知
り
つ
つ
、
さ
ら
に
新
た
な

法
律
関
係
を
形
成
し
た
と
み
と
め
ら
れ
る
場
合
（
他
人
外
形
作
出
型
）
に
も
九
四
条
二
項
を
類
推
し
て
、
そ
の
虚
偽
の
外
観
を
信
頼
し
て

取
引
関
係
に
入
っ
た
善
意
の
第
三
者
を
保
護
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
。
こ
れ
ら
の
二
類
型
は
「
不
実
の
登
記
な
い
し
外
観
の
存
在
が
真

実
の
所
有
者
（
権
利
者
）

の
意
思
に
基
づ
い
て
作
出
さ
れ
て
い
る
」
と
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
、
こ
こ
に
九
四
条
二
項
を
類
推
し
う
る
帰

責
性
が
認
め
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
判
例
は
、
判
例
⑧
に
お
い
て
は
、
全
く
関
わ
り
の
な
い
第
三
者
（
区
の
税
務
係
員
）
が
勝
手
に
作
り

出
し
た
虚
偽
の
外
観
を
単
に
放
置
し
て
い
た
に
す
ぎ
な
い
場
合
に
す
ら
九
四
条
二
項
を
類
推
適
用
し
て
い
る
が
、
こ
れ
が
い
き
す
ぎ
で
あ

る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
い
く
つ
か
の
学
説
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

し
か
し
最
高
裁
は
九
四
条
の
類
推
事
例
に
お
い
て
第
二
の
系
列
と
も
い
う
べ
き
重
要
な
判
例
を
現
出
せ
め
て
い
る
。
す
な
わ
ち
図
系
列

、
、
、

―
1
0条
の
法
意
に
照
ら
し
、
善
意
無
過
失
の
第
三
者
を
保
護
し
よ
う
と
し
て

い
る
。
か
よ
う
な
九
四
条
二
項
・
―

1
0条
併
用
適
用
型
と
も
い
う
べ
き
判
例
を
改
め
て
以
下
に
お
い
て
検
討
し
て
み
た
い
と
思
う
。

判
例
⑨
（
最
判
昭
和
四
三
•
1
 

0・ 
―
七
）

（
二
七
三
）



つ
ぎ
の
二
点
に
お
い
て
違
い
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
第

（
二
七
四
）

登
記
は
通
謀
虚
偽
表
示
で
あ
り
、
こ
れ
に
基
づ
く
本
登
記
は
「
仮
登
記
の
自
然
的
発
展
」
で
あ
る
か
ら
、

X
は
、
仮
登
記
原
因
の
無
効
、
し
た
が
っ

て
仮
登
記
自
体
の
無
効
を
も
っ
て
善
意
の
第
三
者
に
対
抗
で
き
な
い
以
上
、
本
件
本
登
記
の
無
効
を

Y
l
.
tに
対
抗
で
き
な
い
と
主
張
し
た
。
し
か

し
二
審
判
決
は
、
予
約
完
結
の
意
思
表
示
が
な
さ
れ
て
い
な
い
以
上
、
所
有
権
は
X
か
ら
A
に
変
動
し
て
い
な
い
し
、
登
記
に
公
信
力
の
な
い
日
本

法
の
も
と
で
は
、
第
三
者
は
所
有
権
を
取
得
す
る
余
地
が
な
い
と
し
て
、

X
勝
訴
。

Y
l
.
Y上
告
。

「
不
動
産
に
つ
い
て
売
買
の
予
約
が
さ
れ
て
い
な
い
の
に
か
か
わ
ら
ず
、
相
通
じ
て
、
そ
の
予
約
を
仮
装
し
て
所
有
権
移
転
請
求
権
保
全
の
仮
登

記
手
続
を
し
た
場
合
、
外
観
上
の
仮
登
記
権
利
者
が
こ
の
よ
う
な
仮
登
記
が
あ
る
の
を
奇
貨
と
し
て
、
ほ
し
い
ま
ま
に
売
買
を
原
因
と
す
る
所
有
権

移
転
の
本
登
記
手
続
を
し
た
と
し
て
も
、
こ
の
外
観
上
の
仮
登
記
義
務
者
は
、
そ
の
本
登
記
の
無
効
を
も
っ
て
善
意
無
過
失
の
第
三
者
に
対
抗
で
き

な
い
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。
け
だ
し
、
こ
の
よ
う
な
場
合
、
仮
登
記
の
外
観
を
仮
装
し
た
者
が
そ
の
外
観
に
基
づ
い
て
さ
れ
た
本
登
記
を
信
頼
し
た

善
意
無
過
失
の
第
三
者
に
対
し
て
、
責
に
任
ず
べ
き
こ
と
は
、
民
法
九
四
条
二
項
、
同
法
―

-
0
条
の
法
意
に
照
ら
し
、
外
観
尊
重
お
よ
び
取
引
保

護
の
要
請
と
い
う
べ
き
だ
か
ら
で
あ
る
。
」
「
原
審
は
す
べ
か
ら
く

Yiら
は
本
件
不
動
産
の
取
得
に
つ
き
善
意
無
過
失
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
、
す
な
わ

ち
X
は
本
件
の
本
登
記
の
無
効
を
以
て

Yiら
に
対
抗
で
き
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
、
審
理
す
べ
き
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
」

本
件
は
、
単
純
な
「
九
四
条
二
項
類
推
適
用
型
」
と
の
比
較
で
い
え
ば
、

2
 

一
点
は
、
「
類
推
型
」
の
場
合
は
、
虚
偽
の
外
観
の
作
出
・
存
続
に
つ
い
て
権
利
者
の
承
認
が
あ
り
、
そ
の
承
認
さ
れ
た
外
形
に
第
三
者

が
信
頼
を
置
い
て
仮
装
名
義
人
と
取
引
関
係
に
立
っ
た
と
い
う
も
の
で
、
権
利
者
の
承
認
し
た
意
思
と
外
形
と
が
対
応
な
い
し
一
致
し
て

い
た
（
四
宮
教
授
は
、
「
意
思
外
形
対
応
型
」
と
呼
ぶ
、
前
掲
書
一
七

0
頁
）
。
こ
れ
に
対
し
本
件
の
如
き
「
併
用
型
」
は
、
権
利
者
の
作
出
し

た
な
い
し
承
認
し
た
外
形
に
仮
装
名
義
人
が
さ
ら
に
背
信
行
為
を
介
在
さ
せ
て
加
功
し
（
仮
登
記
を
偽
造
印
、
偽
造
文
書
を
用
い
て
本
登
記
に

加
功
）
、
し
た
が
っ
て
権
利
者
の
承
認
の
外
形
と
対
応
し
な
い
な
い
し
そ
れ
よ
り
も
増
大
し
た
虚
偽
の
外
観
が
作
出
さ
れ
、
こ
の
虚
偽
の

最
高
裁
は
破
棄
差
戻
し
て
つ
ぎ
の
よ
う
に
判
示
し
た
。

関
法
第
四
五
巻
第
ニ
・
三
合
併
号



の
法
理
に
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。

―1
0条

外
観
を
信
頼
し
て
第
三
者
が
取
引
関
係
に
立
っ
た
い
う
も
の
で
あ
る
と
い
う
と
こ
ろ
に
あ
る

第
二
点
は
、

い
わ
ゆ
る
「
意
思
外
形
対
応
型
」
に
お
い
て
第
三
者
が
保
護
さ
れ
る
た
め
に
は
、
善
意
の
み
が
要
求
さ
れ
、
無
過
失
は
要

求
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
「
非
対
応
型
」
に
お
い
て
は
、
第
三
者
の
信
頼
し
た
外
形
が
権
利
者
が
作
出
な
い
し
承
認
し
た
外
形

者
に
対
し
て
、
責
に
任
ず
べ
き
」
だ
と
い
っ
て
い
る
の
は
こ
れ
を
示
し
て
い
る

', 3
 

,1, 

（
「
意
思
外
形
非
対
応
型
」
）
。

問
題
は
、
権
利
者
（
仮
登
記
を
仮
装
し
た
者
）
が
善
意
無
過
失
の
第
一
二
者
に
対
し
て
、
名
義
人
が
専
断
的
に
作
出
し
た
「
本
登
記
」

に
対
し
て
ま
で
責
を
負
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
そ
の
根
拠
が
何
で
あ
る
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
判
旨
は
こ
れ
に
つ
い
て
、
責
に
任

ず
べ
き
こ
と
は
、
①
「
民
法
九
四
条
二
項
、
同
法
―

1
0
条
の
法
意
に
照
ら
し
」
、
②
「
外
観
尊
重
お
よ
ぴ
取
引
保
護
の
要
請
と
い
う
べ

き
だ
か
ら
で
あ
る
」
と
説
明
し
て
い
る
。
し
か
し
良
く
考
え
る
な
ら
ば
、
②
の
「
外
観
尊
重
お
よ
び
取
引
保
護
の
要
請
」
か
ら
は
、
あ
る

法
律
関
係
な
い
し
権
利
の
外
観
を
善
意
無
過
失
で
信
頼
し
て
取
引
関
係
に
入
っ
た
者
を
保
護
す
る
こ
と
は
望
ま
し
い
と
い
う
原
理
を
抽
き

出
し
え
て
も
、
仮
登
記
し
か
仮
装
し
て
い
な
い
者
が
「
本
登
記
」
に
つ
い
て
ま
で
責
任
を
負
う
べ
き
で
あ
る
と
の
帰
結
を
た
だ
ち
に
は
抽

き
出
せ
え
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
結
局
、
判
旨
の
法
理
的
根
拠
は
、
①
の
「
九
四
条
二
項
、
同
―

1
0
条
の
法
意
」
に
求
め
ら
れ
る
こ
と

に
な
る
。
と
こ
ろ
が
さ
ら
に
つ
き
つ
め
れ
ば
、
九
四
条
二
項
そ
の
も
の
は
作
出
し
た
外
形
を
信
頼
し
て
取
引
関
係
に
入
っ
た
者
に
対
し
て

作
出
さ
れ
た
範
囲
内
（
本
件
で
は
、
「
仮
登
記
」
の
範
囲
内
）

外
形
（
本
件
で
は
「
本
登
記
」
）
に
つ
い
て
ま
で
責
に
任
ず
べ
き
も
の
と
す
る
法
理
で
は
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
最
終
的
に
は
、

民
法
九
四
条
二
項
と
民
法
―

-
0
条

で
責
任
を
負
う
と
い
う
法
理
で
あ
っ
て
作
出
し
た
範
囲
を
超
え
た
、
増
大
し
た

（
傍
点
筆
者
）
。

（
二
七
五
）

を
超
え
て
い
る
な
い
し
逸
脱
し
て
い
る
が
ゆ
え
に
第
三
者
が
保
護
さ
れ
る
た
め
に
は
善
意
の
ほ
か
無
過
失
ま
で
要
求
さ
れ
る
、
と
い
う
訳

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

で
あ
る
。
判
旨
に
お
い
て
「
仮
登
記
の
外
観
を
仮
装
し
た
者
が
そ
の
外
観
に
基
づ
い
て
さ
れ
た
本
登
記
を
信
頼
し
た
善
意
無
過
失
の
第
三



本
判
決
の
原
審
は
適
切
に
も
つ
ぎ
の
よ
う
に
判
示
し
て
い
る
。
「
Y
等
は
、
本
登
記
は
仮
登
記
の
自
然
的
発
展
で
あ
る
か
ら
、

A

へ
の
売
買
予
約
を
原
因
と
す
る
仮
登
記
を
通
謀
虚
偽
表
示
と
し
て
善
意
の

Y
等
に
そ
の
無
効
を
主
張
し
え
な
い

X
は
、
右
A
が
X
に
無
断

で
な
し
た
本
登
記
を
無
効
な
も
の
だ
と
し
て
Y
等
に
主
張
し
え
な
い
旨
抗
弁
し
て
い
る
け
れ
ど
も
、
右
本
登
記
は
、
売
買
予
約
完
結
の
意

思
表
示
を
し
た
う
え
、
原
則
と
し
て
双
方
申
請
に
よ
り
な
す
も
の
で
あ
る
故
、
仮
登
記
の
自
然
的
発
展
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
の
み

な
ら
ず
売
買
予
約
の
仮
登
記
が
通
謀
虚
偽
に
よ
る
も
の
で
な
く
真
実
の
も
の
で
あ
っ
て
も
、
売
買
予
約
完
結
の
意
思
表
示
を
せ
ず
、
本
登

記
を
了
し
た
場
合
に
は
、
所
有
権
の
帰
属
に
は
変
動
が
な
い
の
で
、
登
記
簿
の
記
載
に
公
信
力
を
認
め
て
い
な
い
我
国
の
法
律
の
も
と
で

は
、
そ
の
後
当
該
不
動
産
を
買
受
け
た
者
は
そ
の
所
有
権
を
取
得
す
る
余
地
は
な
い
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
本
件
で
は
売
買
予
約
完
結

の
意
思
表
示
が
な
さ
れ
た
と
は
認
め
ら
れ
ず
、
ま
た
通
謀
虚
偽
に
よ
る
も
の
と
の
理
由
で
、
真
実
の
意
思
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
場
合
以

(5) 
る
こ
と
が
理
論
的
に
可
能
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

第
四
五
巻
第
ニ
・
三
合
併
号

―1
0
条
は
権
限
躁
越
の
表
見
代
理
の
規
定
で
あ
る
。
本
人
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
た
代
理
権
の
範
囲
を
越
え
て
、
権
限
外

行
為
を
し
た
代
理
人
と
取
引
し
た
相
手
方
に
代
理
人
に
権
限
あ
り
と
信
ず
べ
き
「
正
当
ノ
理
由
」
が
あ
る
な
ら
ば
、
代
理
人
の
権
限
外
行

為
に
つ
い
て
本
人
に
責
を
負
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
旨
を
定
め
て
い
る
。
そ
し
て
通
説
に
よ
れ
ば
、
「
正
当
ノ
理
由
」
は
、
代
理
権
限
の

不
存
在
に
つ
い
て
の
相
手
方
の
善
意
無
過
失
と
同
義
と
解
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
「
本
人
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
た
代
理
権
の
範
囲
を
超

え
た
代
理
人
の
行
為
」
に
つ
い
て
「
善
意
無
過
失
の
第
三
者
」
は
本
人
に
対
し
て
責
任
を
追
及
し
う
る
と
い
う
表
見
代
理
の
法
理
を
「
権

利
者
に
よ
っ
て
許
容
さ
れ
た
仮
装
の
外
形
を
超
え
た
仮
装
名
義
人
の
外
観
作
出
行
為
」
に
つ
い
て
「
善
意
無
過
失
の
第
三
者
」
は
本
人
た

る
権
利
者
に
責
任
を
追
及
し
う
る
と
い
う
法
理
へ
と
改
変
な
い
し
「
転
釈
」
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
巧
妙
な
解
釈
的
操
作
と
い

え
ば
い
え
る
が
、
は
た
し
て
か
よ
う
な
表
見
代
理
法
理
と
虚
偽
表
示
法
理
と
を
結
合
な
い
し
融
合
し
て
新
し
い
外
観
尊
重
法
理
を
構
成
す

り
さ
て
、

9

9
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な
る
ほ
ど
現
在
の
通
説
判
例
に
よ
れ
ば
、

で
あ
る
。
」
と
述
べ
て
い
る
。

二
五

上
に
第
三
者
を
保
護
す
べ
き
必
要
は
な
い
の
で
、

Y
等
の
前
記
抗
弁
は
理
由
が
な
い
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
」

1
0
九

⑥
こ
の
原
審
の
判
決
の
骨
子
は
、
つ
ぎ
の
三
点
で
あ
る
。
①
仮
登
記
を
名
義
人
が
一
方
的
に
本
登
記
に
す
る
こ
と
は
仮
登
記
の
自
然

、
、
、

的
発
展
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
②
仮
登
記
に
つ
い
て
通
謀
虚
偽
表
示
が
な
さ
れ
て
も
、
そ
れ
が
真
実
の
意
思
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る

場
合
以
上
に
善
意
の
第
三
者
を
保
護
す
べ
き
必
要
は
な
い
。
③
予
約
完
結
の
意
思
表
示
を
せ
ず
本
登
記
を
了
し
た
場
合
は
、
こ
の
本
登
記

は
実
体
を
欠
く
登
記
で
あ
っ
て
、
し
た
が
っ
て
登
記
簿
に
公
信
力
を
認
め
て
い
な
い
わ
が
国
の
法
律
の
下
で
は
、
そ
の
後
の
買
受
人
は
所

有
権
を
取
得
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
私
見
に
よ
れ
ば
、
こ
の
原
審
の
判
断
は
三
点
と
も
全
く
正
し
い
理
論
で
あ
る
と
考
え
る
。
と
こ
ろ

が
こ
れ
に
対
し
て
つ
ぎ
の
よ
う
な
反
論
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
川
村
俊
雄
弁
護
士
の
本
件
判
批
（
褪
這
翠
f

匹
唸
）
は
「
さ
て
、
民
法
九
四
条

二
項
が
直
接
規
定
し
て
い
る
仮
装
行
為
（
虚
偽
表
示
）
者
の
責
任
が
、
そ
の
表
示
の
範
囲
内
に
お
け
る
責
任
で
あ
る
こ
と
は
否
定
し
う
べ

く
も
な
い
。
し
か
し
、
民
法
に
明
文
の
規
定
が
な
い
か
ら
と
い
っ
て
、
同
法
の
解
釈
上
も
、
虚
偽
表
示
者
の
責
任
は
常
に
そ
の
表
示
の
範

囲
内
に
か
ぎ
ら
れ
る
と
断
定
す
る
こ
と
は
、

る
代
理
行
為
に
限
定
し
て
い
る
が
、

民
法
九
四
条
二
項
と
民
法
―

1
0条

い
さ
さ
か
早
計
に
す
ぎ
る
で
あ
ろ
う
。
虚
偽
表
示
の
場
合
と
同
様
の
表
示
責
任
に
つ
い
て
規

定
し
た
民
法
一
〇
九
条
も
、
そ
の
責
任
の
限
度
を
、

一
応
代
理
人
と
し
て
表
示
さ
れ
た
者
の
表
示
さ
れ
た
「
代
理
権
ノ
範
囲
内
」
に
お
け

表
見
代
理
の
場
合
に
は
、

表
示
さ
れ
た
代
理
権
の
範
囲
外
の
代
理
行
為
に
つ
い
て
も
、

条
の
権
限
躁
越
に
よ
る
表
見
代
理
が
成
立
し
う
る
と
解
釈
さ
れ
て
い
る
（
譴
豆
趾
遇
匹
翫
即
ず
巽
竺
譲
造
鵡
鴎
紐
芦
紅
詞
知
埠
恥
確
紐
疇
）
か
ら

1
0
九
条
の
表
示
さ
れ
た
代
理
権
の
範
囲
を
超
え
た
代
理
行
為
に
つ
い
て
―

1
0条
の
規
定

が
重
畳
的
に
適
用
さ
れ
う
る
こ
と
が
肯
定
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
私
見
に
よ
れ
ば
、

（
拙
稿
「
競
合
型
表
見
代
理
論
の
批
判
的
考
察
」
「
表
）
、

見
代
理
理
論
の
批
判
的
考
察
」
二

0
五
頁
以
下

条
と
―

1
0条
及
び
―
―
二
条
と
―

1
0条
の
競
合
適
用
に
よ
っ
て
処
理
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
判
例
事
案
は
こ
れ
ま
で
一
件
も
な
く

（
二
七
七
）

民
法
―

1
0



(7) 

第
四
五
巻
第
ニ
・
三
合
併
号

（
英
語
文
献
に
つ
い
て
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

（
二
七
八
）

(―

1
0
条
が
一

0
九
条
の
表
見
代
理
権
を
基
本
代
理
権
と
し
て
適
用
し
う
る
旨
を
明
言
し
た
東
京
高
判
昭
和
三
九
年
三
月
三
日
高
民
集
一
七
巻
二
号
八

九
頁
は
一
―

0
条
だ
け
を
適
用
し
て
解
決
し
え
た
事
案
で
あ
り
、
し
か
も
正
当
理
由
が
肯
定
さ
れ
え
た
か
疑
問
の
多
い
判
例
で
あ
る
）
、
理
論
的
可
能
性

を
説
い
た
前
記
我
妻
博
士
（
と
く
に
判
民
大
正
一

0
年
度
一
七
一
事
件
）
は
「
取
引
の
安
全
」
を
過
度
の
解
釈
学
的
指
導
原
理
と
し
た
抽
象

論
に
す
ぎ
な
い
こ
と
を
論
証
し
て
い
る
（
芸
弐
暉
匹
畔
）
。
そ
れ
ゆ
え
、
川
村
弁
護
士
の
論
述
は
今
日
で
は
反
省
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
か

と
思
わ
れ
る
。

同
じ
く
本
件
判
決
に
賛
意
を
示
し
つ
つ
、
本
件
判
決
が
禁
反
言
お
よ
び
権
利
外
観
理
論
と
い
う
信
義
則
の
法
理
の
適
用
を
図
っ
た

も
の
だ
と
し
「
本
判
決
は
、

を
有
す
る
」
と
高
く
評
価
さ
れ
る
、
鈴
木
重
信
調
査
官
の
見
解
に
対
し
て
も
反
省
を
う
な
が
し
た
い
（
呼
な
臨
~
樗
這
止
厨
”
)
。
な
ぜ
か
と
い

え
ば
、
禁
反
言
の
法
理
に
お
い
て
も
、
権
利
外
観
の
理
論
に
お
い
て
も
、
本
人
の
「
表
示
」
し
た
以
上
の
外
観
に
つ
い
て
本
人
が
責
任
を

負
う
と
す
る
法
理
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
「
表
示
」
は
、
不
実
表
示
を
含
む
、

の
容
態
（
陳
述
な
い
し
行
為
）
を
指
し
、
意
思
表
示
で
は
な
く
、

i
n
g
 a
u
t
を
意
味
し
て
い
る
。
イ
ギ
リ
ス
代
理
法
で
は
右
h
o
l
d
i
n
g
a
u
t

の
範
囲
内
に
お
い
て
の
み
本
人
は
代
理
人
の
行
為
に
つ
い
て
責
任

を
負
い
、
こ
の
場
合
の
代
理
人
の
代
理
権
を
a
p
p
a
r
e
n
t
a
u
t
h
o
r
i
t
y
と
呼
ぶ
の
で
あ
る

F
r
i
d
m
a
n
:
 T
h
e
 L
a
w
 o
f
 A
g
e
n
c
y
 1
9
9
0
,
 p. 
1
0
1
;
 1
0
8
;
 p
.
1
1
1
,
 P
o
w
e
l
l
:
 T
h
e
 L
a
w
 o
f
 A
g
e
n
c
y
 1
9
5
1
,
 p. 
5
1
.
 G
u
e
s
t
:
 A
n
s
o
n
'
s
 L
a
w
 o
f
 C
o
n
、

tract 1
9
8
4
,
 p
.
5
3
4
.
 

関
法

レ
ヒ
ッ
シ
ャ
イ
ン
の
法
理
の
適
用
に
お
い
て
従
来
の
判
例
を
一
歩
前
進
せ
し
め
た
も
の
と
し
て
重
要
な
意
義

〔

1
9
8
5〕

3
A
 1
1
E
R
 7
9
5
 at 8
0
4
.
 

一
定
範
囲
の
外
観
を
作
出
、
容
認
す
る
本
人
の
一
定

エ
ス
ト
ッ
ベ
ル
の
法
理
に
お
け
る
本
人
の
帰
責
事
由
と
し
て
の
h
o
l
d
'

表
示
は
本
人
か
ら
生
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
代
理
人
か
ら
生
じ
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

A
r
g
a
m
a
s
L
t
d
 v. 
M
u
n
d
o
g
a
s
 S
A
 

邦
語
の
文
献
に
つ
い
て
は
次
の
も
の
を
参
照
。
高
森
哉
子
「
イ
ギ
リ
ス
代
理
法
と
表
見
代
理
」
日
、
口
関
西
大
学
法
学
論
集
四
三
巻
三
号
、
四
号
）
。

二
六



法
的
保
護
が
与
え
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
場
合
の
本
人
の
容
態
は
、
作
為
で
あ
っ
て
も
不
作
為
で
あ
っ
て
も
よ
く
、
意
思
表

め
る
に
至
っ
た
客
観
的
に
正
当
と
さ
れ
る
べ
き
一
定
の
外
部
的
事
実
が
信
頼
に
基
礎
を
与
え
て
い
る
こ
と
に
求
め
、
ま
た
、
信
頼
の
基
礎

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

と
な
っ
た
外
部
的
事
実
を
成
立
せ
し
め
た
者
が
責
任
を
負
担
す
る
理
由
を
、
外
部
的
事
実
に
対
す
る
そ
の
者
の
助
成
N
u
t
u
n
に
求
め
た
。

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

そ
し
て
善
意
を
正
当
化
す
る
外
部
的
事
実
の
基
本
類
型
と
し
て
、
登
記
簿
と
占
有
を
挙
げ
、
現
実
に
妥
当
す
る
外
部
的
事
実
と
し
て
、
法

、
、
、
、
、

ま
た
は
取
引
に
よ
っ
て
創
造
さ
れ
た
外
部
的
事
実
（
土
地
登
記
簿
、
社
団
登
記
簿
、
婚
姻
登
記
簿
、
夫
婦
財
産
登
記
簿
、
相
続
証
書
、
遺
言
執
行
者

、
、
、
、
、
、
、
、
、

証
書
）
と
、
法
律
生
活
の
中
に
現
わ
れ
る
自
然
的
な
外
部
的
事
実
（
た
と
え
ば
債
務
証
書
、
譲
渡
証
書
、
代
理
権
及
び
委
任
に
関
す
る
証
書
等
）

を
認
め
」

二
七

（
請
恥
餌
）
て
い
た
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
仮
登
記
を
仮
装
し
た
者
が
他
人
に
よ
っ
て
勝
手
に
作
出
さ
れ
た
本
登
記
に
対
し

て
ま
で
責
任
を
負
う
と
い
う
趣
旨
な
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
ヴ
ェ
ル
ス
パ
ッ
ヒ
ェ
ル
の
理
論
を
発
展
さ
せ
た
と
さ
れ
て
い

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

る
ク
ラ
ウ
ゼ
に
お
い
て
も
同
様
で
、
ク
ラ
ウ
ゼ
は
、
「
商
人
間
の
取
引
で
、
他
人
が
外
部
に
対
し
て
代
理
人
と
し
て
行
為
す
る
の
を
容
認

、
、
、
、
、
、
、
、

し
、
も
し
く
は
他
人
を
代
理
権
を
具
備
す
る
の
を
通
常
と
す
る
地
位
に
就
け
た
人
は
、
こ
の
他
人
に
実
際
に
代
理
権
が
な
く
と
も
、
こ
の

他
人
の
な
し
た
法
律
行
為
か
ら
生
ず
る
義
務
を
負
う
」
と
さ
れ
た
数
多
く
の
判
例
か
ら
、
こ
れ
に
共
通
す
る
要
件
事
実
と
し
て
、
「
第
三

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

者
を
し
て
代
理
権
の
存
在
を
推
測
せ
し
め
る
よ
う
な
、
本
人
に
よ
っ
て
惹
起
さ
れ
も
し
く
は
容
認
さ
れ
た
一
定
の
外
的
事
情
の
存
在
」
を

、
、
、
、
、
、
、
、

（
な
お
、
ク
ラ
ウ
ゼ
に
つ
い
て
は
、
本
人
が
責
任
を
負
う
べ
き
代
理
権
の
外
観
は
、
本
人
に
よ
っ
て
作
出

引
き
出
し
た
（
⑳
旦
翌
正
）
と
さ
れ
て
い
る

民
法
九
四
条
二
項
と
民
法
一

1
0条

示
の
形
を
と
る
必
要
は
な
く
」

(
1
詞
尉
年
記
）
と
し
て
い
る
し
、

ヴ
ェ
ル
ス
パ
ッ
ヒ
ェ
ル
は

（
二
七
九
）

「
善
意
者
保
護
の
理
由
を
、

善
意
を
生
ぜ
し

J

れ
に
も
と
づ
く
第
三
者
の
公
信
offentlicher
G
l
a
u
b
e
n
に
は
、

ま
た
ド
イ
ツ
の
権
利
外
観
理
論
の
主
張
者
に
お
い
て
も
、
川
村
フ
ク
子
弁
護
士
の
研
究
に
従
え
ば
（
馴
翻
召
一
巳
配
紐
註
的
嘘
蝉
訊
頌
茫
恥
ご
記

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

)
、
例
え
ば
、
ゼ
ー
ラ
ー
は
「
本
人
は
そ
の
容
態
を
通
じ
て
授
権
が
行
わ
れ
た
と
認
め
る
の
が
正
当
な
外
的
事
実
の
惹
起
に
関
与
し
た

頁
、
、
、
、
、
、

の
で
あ
る
か
ら
、

あ
た
か
も
実
際
に
授
権
が
な
さ
れ
た
場
合
と
同
じ



る。 地
位
は
、
本
人
に
よ
っ
て
惹
起
さ
れ
た
も
の
で
な
い
か
ら
で
あ
る
、
と
さ
れ
て
い
る
。
川
村
・
ロ
三
七
二
頁
）
。

一
般
の
人
が
表
示
者
の
行
為
ま
た
は

（
二
八
0
)

関
法
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、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

せ
し
め
ら
れ
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
荷
造
人
、
家
事
使
用
人
、
出
張
販
売
人
が
、
本
来
委
ね
ら
れ
た
の
と
異
な
る
地
位
を
僣
称
す
る
場
合
、

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

そ
の
代
理
行
為
が
本
人
を
拘
束
す
る
に
は
、
本
人
が
長
期
に
亘
り
彼
ら
の
行
為
を
容
認
し
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
彼
ら
が
僣
称
す
る

以
上
の
川
村
論
文
か
ら
も
明
ら
か
の
よ
う
に
、
ド
イ
ツ
の
外
観
理
論
と
い
え
ど
も
授
権
の
外
観
が
あ
る
こ
と
と
そ
の
外
観
が
本
人

に
よ
っ
て
表
示
な
い
し
惹
起
（
長
期
に
亘
る
容
認
を
含
む
）
（
Z
u
t
u
n
)

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
と
い
う
二
要
件
は
善
意
の
第
三
者
を
保
護

す
る
際
の
絶
対
的
要
件
な
の
で
あ
る
。
鈴
木
前
掲
本
件
解
説
は
―
ニ
ニ
九
頁
（
碑
）
に
お
い
て
、
イ
ギ
リ
ス
法
の
過
失
禁
反
言
に
ふ
れ
て
、

「
表
示
者
の
言
辞
ま
た
は
行
為
の
意
義
を
拡
張
し
、
た
と
え
表
示
者
は
そ
う
思
っ
て
い
な
く
と
も
、

言
辞
か
ら
あ
る
事
実
を
推
測
す
る
の
が
当
然
で
あ
る
場
合
に
は
、
表
示
者
は
自
己
の
言
動
か
ら
生
じ
た
正
当
な
推
測
的
事
実
の
存
在
を
拒

み
え
な
い
」
と
述
べ
て
、
あ
た
か
も
本
件
の
仮
登
記
の
仮
装
を
合
意
し
た
本
人
が
本
登
記
に
つ
い
て
も
責
任
を
負
う
の
は
当
然
と
し
て
比

較
し
て
い
る
が
、
右
引
用
文
の
中
味
は
、
あ
る
表
示
な
い
し
言
辞
が
表
示
者
の
理
解
し
た
意
味
と
客
観
的
合
理
的
意
味
と
が
く
い
ち
が
っ

て
い
て
も
、
表
示
者
は
表
示
の
客
観
的
範
囲
に
お
い
て
責
任
を
負
う
べ
き
旨
を
意
味
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
っ
て
、
仮
登
記
の
仮

装
の
表
示
な
い
し
言
辞
が
外
部
に
た
と
え
公
示
さ
れ
て
い
て
も
、
客
観
的
に
は
本
登
記
と
誤
解
さ
れ
る
と
い
う
事
態
は
生
じ
な
い
の
で
あ

，
 

し
て
本
登
記
に
つ
い
て
ま
で
は
責
任
を
負
う
必
要
は
な
い
と
の
原
審
判
決
の
方
が
比
較
法
的
に
み
て
も
、
理
論
的
に
い
っ
て
も
妥
当
な
の

で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
仮
装
行
為
者
は
、
み
ず
か
ら
仮
装
し
た
外
観
に
つ
き
真
実
の
権
利
関
係
が
発
生
し
た
も
の
で
あ
る
と
み
な
さ

れ
る
範
囲
内
に
お
い
て
の
み
責
を
負
う
と
い
う
の
が
九
四
条
二
項
の
趣
旨
な
の
で
あ
っ
て
、
た
と
え
―

1
0条
と
の
結
合
に
よ
っ
て
第
三

(8) 

以
上
論
じ
た
よ
う
に
、
私
見
に
よ
れ
ば
、
本
件
に
お
い
て
仮
装
行
為
者
は
仮
登
記
に
つ
い
て
責
任
を
負
う
の
は
や
む
を
得
な
い
と

ニ
八



で
あ
る
か
ぎ
り
、

X
に
そ
れ
を
提
示
し
て
、
本
登
記
の
承
諾
を
求
め
う
る
。
時
価
の
半
額
で
買
受
け
て
、
す
で
に

A
に
支
払
っ
て
い
れ
ば
、

あ
と
半
額
と
引
換
え
に
同
じ
請
求
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
時
価
相
当
金
額
を
す
で
に

A
に
支
払
っ
て
い
れ
ば
、

Y
は
清
算
金
の
残
額
が

な
い
こ
と
を
証
明
し
て
、

X
に
対
し
て
本
登
記
を
な
す
よ
う
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
処

理
は

x
.
Yの
両
当
事
者
の
利
益
の
バ
ラ
ン
ス
も
そ
れ
な
り
に
公
平
に
図
り
う
る
妥
当
な
解
決
で
あ
る
と
思
う
（
最
高
裁
の
立
場
な
ら
、

A

か
ら
Y
が
善
意
・
無
過
失
で
贈
与
を
受
け
た
場
合
に
も
、

X
に
対
し
て
全
面
的
に
勝
訴
を
収
め
う
る
こ
と
に
な
っ
て
利
益
衡
量
上
必
ず
し
も
妥
当
で
は
な

民
法
九
四
条
―
一
項
と
民
法
―

1
0条

位
を
取
得
す
る
と
考
え
る
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。

Y
が
A

者
に
善
意
の
ほ
か
無
過
失
を
要
求
し
た
と
し
て
も
、
他
人
に
よ
っ
て
勝
手
に
作
出
さ
れ
た
、
増
大
し
た
外
観
に
対
し
て
ま
で
責
任
を
負
う

そ
こ
で
本
件
を
考
察
す
る
に
、
本
件
の

X
は、

A
に
頼
ま
れ
て
、
取
引
先
の
信
用
を
得
る
た
め
に
、
本
件
不
動
産
に
つ
き
売
買
予

約
を
結
ん
だ
よ
う
に
仮
装
し
、
こ
れ
を
原
因
と
し
て
所
有
権
移
転
請
求
権
保
全
の
仮
登
記
を
経
由
し
た
と
こ
ろ
、

A
は
勝
手
に
X
に
無
断

で
本
登
記
申
請
書
を
偽
造
印
に
よ
っ
て
偽
造
し
て
本
登
記
を
し
て
し
ま
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
か
ら
、
本
来
、

X
が
負
う
べ
き
責
任
は
、

そ
の
意
思
に
基
づ
い
て
仮
登
記
が
な
さ
れ
た
場
合
以
上
の
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
も
し
そ
う
で
あ
れ
ば
、

A
の
勝
手
に
な
し
た
本
登

記
は
虚
偽
無
効
の
登
記
な
の
で
あ
る
か
ら
、
た
と
え
善
意
、
無
過
失
の
第
三
者
と
い
え
ど
も
、
本
登
記
上
の
権
利
、
す
な
わ
ち
所
有
権
を

取
得
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
せ
い
ぜ
い
、
仮
登
記
上
の
所
有
権
移
転
請
求
権
を
保
全
す
る
地
位
の
み
を
九
四
条
二
項
に
よ
っ
て
取
得
す
る

と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と
こ
ろ
で
売
買
予
約
自
体
が
仮
装
で
な
さ
れ
た
本
件
に
お
い
て
は
、

二
九

い
か
な
る
要
件
が
と
と
の
え
ば
、
予

約
完
結
権
を
行
使
し
て
本
登
記
請
求
で
き
る
か
を
確
定
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
今
日
の
仮
登
記
担
保
法
と
い
う
制
定
法

の
解
釈
を
参
酌
す
る
な
ら
ば
善
意
の
第
三
者
Y
は
、
清
算
金
と
引
換
え
に

X
に
対
し
て
本
登
記
承
諾
を
せ
よ
と
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
地

(10) 
と
い
う
法
理
的
根
拠
を
見
い
出
し
難
い
の
で
あ
る
。

（
な
い
し
B
)

に
い
ま
だ
代
金
を
払
っ
て
い
な
け
れ
ば
、
そ
れ
が
時
価
相
当

（
二
八
一
）



る。
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（
二
八
二
）

X
は
、
融
資
を
受
け
る
た
め
、

YIと
通
謀
し
て
、
本
件
土
地
の
所
有
権
を
同
人
に
移
転
す
る
旨
の
契
約
を
仮
装
し
、
そ
れ
に
基
づ
き
、

X
か
ら

YI

へ
の
所
有
権
移
転
登
記
を
経
由
し
、

t
は、

YIに
対
し
融
資
を
あ
っ
せ
ん
す
る
と
称
し
て
同
人
の
承
諾
の
も
と
に
同
人
か
ら
本
件
土
地
の
登
記
済
証
、

登
記
手
続
委
任
状
、
印
鑑
証
明
書
を
預
か
り
、
同
人
か
ら
右
土
地
の
所
有
権
を
取
得
し
て
い
な
い
の
に
か
か
わ
ら
ず
、
右
書
類
に
よ
り
同
人
か
ら

5

へ
の
所
有
権
移
転
登
記
を
経
由
し
、
さ
ら
に
、

Yaは、

5
か
ら
右
土
地
を
買
い
受
け
、
代
金
の
支
払
を
完
了
し
、
本
件
土
地
に
つ
き
所
有
権
移
転
請

求
権
保
全
の
仮
登
記
を
経
由
し
た
。
そ
こ
で
X

は
本
訴
に
及
び
、
Y
I以
下
の
本
登
記
お
よ
び
仮
登
記
は
す
べ
て
無
効
で
あ
る
と
し
、Y
l
.
t
•
Y
a
に

対
し
て
各
登
記
の
抹
消
登
記
手
続
を
求
め
た
。
原
審
で
は
X
勝
訴
。
t
•
Y
a上
告
。

最
高
裁
は

Y
に
対
し
て
上
告
棄
却
。

Yaに
対
し
て
破
棄
差
戻
し
て
つ
ぎ
の
よ
う
に
判
示
し
た
。

「
X
が
、
融
資
を
受
け
る
た
め
、

YIと
通
謀
し
て
、

X
所
有
の
不
動
産
に
つ
い
て

X
Y
I間
に
売
買
が
な
さ
れ
て
い
な
い
の
に
か
か
わ
ら
ず
、
売
買

を
仮
装
し
て

X
か
ら

YIに
所
有
権
移
転
登
記
手
続
を
し
た
場
合
、
そ
の
登
記
権
利
者
で
あ
る

YIが
さ
ら
に

5
に
対
し
融
資
の
あ
っ
せ
ん
方
を
依
頼
し

て
右
不
動
産
の
登
記
手
続
に
必
要
な
登
記
済
証
、
委
任
状
、
印
鑑
証
明
書
等
を
預
け
、
こ
れ
ら
の
書
類
に
よ
り
＞
が

YIか
ら

5
へ
の
所
有
権
移
転
登

記
を
経
由
し
た
と
き
は
、

X
は、

t
の
所
有
権
取
得
登
記
の
無
効
を
も
っ
て
善
意
無
過
失
の
第
三
者
に
対
抗
で
き
な
い
と
解
す
べ
き
で
あ
り
、
こ
の

よ
う
な
場
合
、

YIに
対
し
所
有
権
移
転
登
記
の
外
観
を
仮
装
し
た

X
は、

YIか
ら
右
登
記
名
義
を
取
り
戻
さ
な
い
か
ぎ
り
、
さ
ら
に

YI
の
意
思
に
基

づ
い
て
登
記
済
証
、
登
記
委
任
状
、
印
鑑
証
明
書
等
が

5
に
交
付
さ
れ
、
こ
れ
ら
の
書
類
に
よ
り

Y
の
た
め
経
由
さ
れ
た
所
有
権
取
得
登
記
を
信
頼

し
た
善
意
無
過
失
の
第
三
者
に
対
し
責
に
任
ず
べ
き
も
の
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
民
法
九
四
条
二
項
、
同
法
―

1
0条
の
法
意
に
照

ら
し
、
外
観
尊
重
お
よ
び
取
引
保
護
の
要
請
に
応
ず
る
ゆ
え
ん
だ
か
ら
で
あ
る
（
最
判
昭
和
四
三
年
一

0
月
一
七
日
参
照
）
。
」
「
原
審
は
、
右
見
地

国
①
判
例
⑩
（
最
判
昭
和
四
五
・
六
・
ニ
）

い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
）
。

関
法

（
凜
直
評
遭
望
澁
‘
―
履
士
畦
．
戚
后
5
竺
蝉
疇
吟
沿
＿
）
の
事
案
は
以
下
の
と
お
り
で
あ

10 



に
立
っ
て
本
件
を
釈
明
し
、

t
が
本
件
土
地
の
取
得
に
つ
き
善
意
無
過
失
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
…
…
に
つ
い
て
審
理
す
べ
き
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
」

本
件
は
、
第
一
審
で
は
錯
誤
の
問
題
と
し
て
扱
わ
れ
、
原
審
に
お
い
て
は
解
除
条
件
付
契
約
の
問
題
と
し
て
扱
わ
れ
た

(
X
は
自

己
所
有
の
土
地
を
担
保
に
金
融
を
受
け
ら
れ
る
よ
う

YI
に
依
頼
し
、

YIは
YI名
義
に
し
た
方
が
融
資
を
受
け
ら
れ
易
い
と
い
っ
て
、

X
Y
I間
に
売
買
を
仮

装
し
た
所
有
権
移
転
登
記
が
な
さ
れ
た
が
、

X
は
yl
に
も
金
融
を
受
け
ら
れ
な
い
と
き
は
た
だ
ち
に
X
に
名
義
を
返
す
こ
と
を
確
約
さ
せ
て
い
た
）
。
と

こ
ろ
が
上
告
審
で
は
じ
め
て
通
謀
虚
偽
表
示
の
問
題
と
し
て
判
断
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

通
謀
虚
偽
表
示
の
問
題
と
み
た
場
合
、
本
件
に
対
す
る
前
掲
各
判
批
に
お
い
て
は
、

X
Y
I間
で
通
謀
虚
偽
表
示
が
な
さ
れ
所
有
権
移
転

の
外
観
が
作
出
さ
れ
た
と
こ
ろ
、

YIが
権
限
を
超
え
て
（
訓
紐
）
、
ま
た
は

YI
の
二
重
の
背
信
行
為
が
介
在
し
て
（
印

i)tに
移
転
登
記
し

同
じ
く
九
四
条
二
項
、

yzが
さ
ら
に
yJ
に
所
有
権
移
転
請
求
権
保
全
の
仮
登
記
を
し
た
。
す
な
わ
ち
、
「
意
思
外
形
非
対
応
型
」
で
あ
る
と
考
え
て
、
判
例
⑨
と

、
、
、
、
、

―
1
0条
の
併
用
適
用
に
よ
っ
て
、
善
意
無
過
失
の
第
三
者
yJ
に
対
し
て
X
は
責
に
任
ず
べ
き
で
あ
る
と
評
し
て

い
る
。
そ
し
て
い
ず
れ
も
判
例
⑨
の
先
例
に
一
事
例
を
加
え
た
も
の
と
も
評
し
て
い
る
。
し
か
し
私
見
に
よ
れ
ば
、
本
件
こ
そ
ま
さ
に
九

四
条
二
項
の
適
用
事
例
な
の
で
あ
っ
て
、

い
さ
さ
か
も
―

1
0条
を
持
ち
出
し
て
、

Ya
に
無
過
失
を
要
求
す
る
必
要
の
な
い
事
案
な
の
で

九
四
条
は
甲
乙
間
の
通
謀
に
よ
っ
て
虚
偽
表
示
た
る
売
買
が
仮
装
さ
れ
た
と
き
、
仮
装
の
登
記
が
乙
に
な
さ
れ
た
の
ち
、
乙
が
こ

れ
を
勝
手
に
丙
に
売
買
し
た
と
い
う
場
合
に
、
丙
が
悪
意
で
あ
れ
ば
、
甲
は
、
甲
乙
間
の
売
買
の
無
効
を
も
っ
て
丙
に
対
抗
で
き
る
が
、

丙
が
善
意
の
と
き
に
は
、
右
無
効
を
も
っ
て
対
抗
で
き
な
い
結
果
、
丙
は
完
全
な
所
有
権
を
取
得
し
う
る
こ
と
を
認
め
た
も
の
で
あ
る
。

い
ま
丙
が
悪
意
で
あ
っ
て
、
丙
か
ら
の
転
得
者
丁
が
善
意
で
あ
る
と
き
に
は
、
丁
も
や
は
り
九
四
条
二
項
に
よ
っ
て
保
護
を
受
け
る
で
あ

ろ
う
。
こ
れ
は
九
四
条
二
項
の
解
釈
に
お
い
て
一
般
的
に
承
認
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
は
な
か
ろ
う
か
（
判
例
⑤
最
判
昭
和
四
五
・
七
・
ニ
四

(3) 
あ
る
。

(2) 

民
法
九
四
条
二
項
と
民
法
―

1
0条

（
二
八
三
）



1
1
0
頁
）
村
松
俊
夫
・
金
融
法
務
事
情
六
一
一
号
二
三
頁
、
星
野
英
一
・
法
協
八
九
巻
七
号
八
五
八
）
の
事
案
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

頁
、
鈴
木
禄
弥
11

生
熊
長
幸
・
判
タ
ニ
六
0
号
九
七
頁
、
玉
田
弘
毅
・
民
商
六
七
巻
六
号
一
0
三
八
頁

も
の
に
つ
ぎ
の
判
例
が
あ
る
。

判
例
⑪
（
最
判
昭
和
四
五
・
―
―
•
一
九
）
鈴
木
重
信
・
法
曹
時
報
二
三
巻
五
号
一
一
九
六
頁
、
同
・
民
法
判
例
百
選
I
総
則
・
物

k

権
（
第
三
版
）
六
0
頁
、
幾
代
通
・
判
例
評
論
一
四
八
号
一
四
頁
（
判
時
六
二
七
号
一

回

①

(
S
e
e
 
F
r
i
d
m
a
n
,
 T
h
e
 L
a
w
 o
f
 
A
g
e
n
c
y
,
 
1
9
9
0
.
 

第
四
五
巻
第
ニ
・
三
合
併
号

（
二
八
四
）

も
こ
れ
を
認
め
て
い
る
）
。
四
宮
教
授
も
九
四
条
二
項
の
「
第
三
者
」
に
「
第
三
者
」
か
ら
の
転
得
者
も
含
ま
れ
る
こ
と
を
承
認
し
て
お
ら

（
前
掲
書
一
六
五
頁
、
た
だ
し
一
七
一
頁
に
お
い
て
本
件
を
引
用
す
る
際
に
は
一
―

0
条
と
の
併
用
適
用
の
事
例
と
し
て
取
扱
っ
て
い
る
）
。

右
の
と
お
り
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
本
件
は
典
型
的
な
九
四
条
二
項
の
適
用
事
例
で
あ
り
、
あ
え
て
特
殊
性
を
い
う
な
ら
ば
悪
意
の

第
三
者
か
ら
の
転
得
者
が
善
意
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
を
指
摘
す
れ
ば
足
り
た
事
例
で
あ
る
。
決
し
て
表
示
以
上
の
越
権
行
為
が
な
さ
れ

た
場
合
と
み
て
、
第
三
者
に
無
過
失
要
件
を
加
重
す
る
必
要
は
な
い
の
で
あ
る
。
ま
し
て
や
、
「
自
ら
作
出
し
た
外
観
以
上
に
つ
い
て
の

損
失
を
負
担
す
る
に
は
、
虚
偽
表
示
以
外
の
法
理
、
就
中
英
米
法
に
い
う
禁
反
言
の
法
理
な
い
し
信
義
則
の
一
場
合
で
あ
る
レ
ヒ
ッ
シ
ャ

イ
ン
の
法
理
に
訴
え
る
必
要
が
あ
っ
た
も
の
」
（
迷
土
噌
這
蒻
嘩
嗅
吟
罪
）
と
い
う
の
は
、
九
四
条
二
項
の
射
程
範
囲
を
誤
解
し
て
い
る
の
み

な
ら
ず
、
判
例
⑨
の
分
析
に
お
い
て
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、
禁
反
言
の
法
理
と
い
え
ど
も
作
出
し
た
外
観
以
上
に
つ
い
て
本
人
に
責
を

負
わ
せ
る
法
理
で
は
な
い
と
い
う
意
味
に
お
い
て
も
二
重
の
誤
解
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
木
下
本
件
判
批
一

0
二
五
頁
が

金
融
担
保
の
便
宜
の
た
め
に
不
動
産
所
有
名
義
を
移
転
し
た
場
合
、
禁
反
言
に
よ
る
代
理
が
成
立
し
、

Y
I
tに
基
本
代
理
権
類
似
の
権
限

が
存
す
る
も
の
と
し
て
扱
わ
れ
る
と
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
本
人
が
不
開
示
の
場
合
に
は
所
有
名
義
人
が
通
常
客
観
的
に
行
為
し
う
る
範

囲
内
の
行
為
に
つ
い
て
か
く
れ
て
い
る
本
人
は
責
を
負
わ
ね
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
は
い
る
が
、
こ
れ
は
、
禁
反
言
に
よ
る

a
p
p
a
r
a
n
t

a
u
t
h
o
r
i
t
y

で
は
な
-
v
r
e
a
l
 
a
u
t
h
o
r
i
t
y

の
う
ち
の

u
s
u
a
l
a
u
t
h
o
r
i
t
y
な
の
で
あ
る

p
.
6
5
,
)

。

(4) 
れ
る

正
確
に
い
え
ば
、
九
四
条
二
項
・
―

1
0条
の
併
用
適
用
の
事
例
で
は
な
い
の
に
、
そ
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
論
ぜ
ら
れ
る

関
法



得
し
た
。

被
上
告
人
Y

（
被
告
・
被
控
訴
人
）
は
、

A
か
ら
本
件
宅
地
を
買
い
受
け
、
代
金
額
は
後
日
決
定
す
る
こ
と
と
し
て
、

一
応
内
金
と
し
て
五
万
円

を
支
払
い
、
次
い
で

A
と
の
間
で
右
代
金
額
を
一

0
万
円
と
定
め
、
そ
の
後
、
代
金
全
額
の
支
払
を
完
了
し
た
。
こ
の
代
金
完
済
前
に
Y
は
A
に
対

し
、
右
宅
地
の
所
有
権
を
確
保
す
る
た
め
、
仮
登
記
手
続
を
す
る
こ
と
を
求
め
、

A
は
こ
れ
に
応
じ
て
該
登
記
手
続
を
す
る
た
め
の
書
類
の
作
成
方

を
司
法
書
士
に
依
頼
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
際
、

A
は
Y
が
A
に
対
し
金
一

0
万
円
を
貸
し
つ
け
、

A
は
そ
の
担
保
と
し
て
本
件
宅
地
に
抵
当
権
を

設
定
す
る
旨
の
「
借
用
証
書
」
と
題
す
る
書
面
お
よ
び
該
貸
金
債
務
を
A
が
弁
済
期
間
に
弁
済
し
な
い
こ
と
を
停
止
条
件
と
し
て
本
件
宅
地
の
所
有

権
を
Y
に
代
物
弁
済
と
し
て
移
転
す
る
旨
の
「
停
止
条
件
付
代
物
弁
済
契
約
書
」
と
題
す
る
書
面
を
司
法
書
士
に
作
成
さ
せ
た
う
え
、

Y
に
対
し
右

各
書
面
に
押
印
す
る
こ
と
を
求
め
た
。

Y
は
、
右
書
面
を
前
記
売
買
に
よ
る
本
件
宅
地
に
対
す
る
所
有
権
を
保
全
す
る
た
め
の
仮
登
記
手
続
に
必
要

な
も
の
で
あ
る
と
信
じ
、
こ
れ
に
押
印
し
、

A
と
と
も
に
同
司
法
書
士
に
登
記
手
続
を
委
任
し
た
。
同
司
法
書
士
は
、
右
委
任
に
基
づ
き
、
前
記
書

面
を
登
記
原
因
を
証
す
る
書
面
と
し
て
、
本
件
宅
地
に
つ
き
抵
当
権
設
定
登
記
お
よ
び
所
有
権
移
転
請
求
権
保
全
の
仮
登
記
を
し
た
。

そ
の
後
本
件
宅
地
は
、

A
か
ら

B
に
二
重
譲
渡
さ
れ
、
更
に

B
か
ら
上
告
人

x
（
原
告
・
控
訴
人
）
に
売
買
さ
れ
、

X
は
所
有
権
移
転
登
記
を
取

そ
こ
で

X
は、

Y
に
対
し
、

A
の
Y
に
対
す
る
債
務
金
一

0
万
円
お
よ
び
そ
の
利
息
お
よ
び
損
害
金
を
弁
済
の
た
め
提
供
し
た
が
、
受
領
を
拒
絶

さ
れ
た
の
で
、
上
記
金
員
を
弁
済
供
託
し
た
と
主
張
し
て
、
抵
当
権
設
定
登
記
お
よ
び
所
有
権
移
転
請
求
権
保
全
の
仮
登
記
の
抹
消
を
求
め
て
、
本

訴
を
提
起
し
た
。

第
一
審
は
、

X
の
請
求
を
全
部
棄
却
し
た
が
、
原
審
は
、

X
の
請
求
中
抵
当
権
設
定
登
記
の
抹
消
を
求
め
る
部
分
を
認
容
し
、
そ
の
余
を
棄
却
し

た。

X
上
告
（
事
案
の
ま
と
め
は
鈴
木
1
1
生
態
、
判
タ
ニ
六

0
号
九
七
頁
に
よ
っ
た
。
記
し
て
謝
意
を
表
す
る
）
。

最
高
裁
は
破
棄
差
戻
し
て
つ
ぎ
の
よ
う
に
判
示
し
た
。
「
①
不
動
産
に
つ
い
て
売
買
の
予
約
が
さ
れ
て
い
な
い
の
に
か
か
わ
ら
ず
、
相
通
じ
て
、

そ
の
予
約
を
仮
装
し
て
所
有
権
移
転
請
求
権
保
全
の
仮
登
記
手
続
を
し
た
場
合
に
お
い
て
、
外
観
上
の
仮
登
記
権
利
者
が
ほ
し
い
ま
ま
に
右
仮
登
記

に
基
づ
き
所
有
権
移
転
の
本
登
記
手
続
を
し
た
と
き
は
、
外
観
上
の
仮
登
記
義
務
者
は
、
右
本
登
記
の
無
効
を
も
っ
て
善
意
無
過
失
の
第
三
者
に
対

民
法
九
四
条
二
項
と
民
法
―

1
0条

（
二
八
五
）



用
さ
れ
る
べ
き
事
案
で
あ
っ
た
。
し
か
る
に
判
旨
は
、

②
本
件
は
、

A
か
ら
の
第
一
譲
受
人

Y
と
同
じ
く

A
か
ら
の

第
四
五
巻
第
ニ
・
三
合
併
号

抗
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
解
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
は
当
裁
判
所
の
判
例
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
（
最
判
昭
和
四
三
・
一

O・

一
七
民
集
二
二
巻
一

0
号
ニ
―
八
八
頁
）
、
ま
た
、
②
貸
金
債
権
担
保
の
た
め
、
不
動
産
に
抵
当
権
設
定
と
停
止
条
件
付
代
物
弁
済
契
約
と
が
併
用
さ
れ
て
い
る
と
き
は
、

特
別
の
事
情
の
な
い
か
ぎ
り
、
右
の
停
止
条
件
付
代
物
弁
済
契
約
を
清
算
型
担
保
契
約
と
解
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
は
、
当
裁
判
所
の
判
例
と
す
る
と

こ
ろ
で
あ
る
（
最
判
昭
和
四
ニ
・
―
―
•
一
六
民
集
ニ
―
巻
九
号
二
四
三
0
頁
）
。
」

「
本
件
に
お
い
て
は
、

Y
は
、
登
記
の
記
載
上
は
抵
当
権
設
定
登
記
お
よ
び
所
有
権
移
転
請
求
権
保
全
の
仮
登
記
を
有
す
る
者
で
あ
る
が
、
真
実

は
A
か
ら
所
有
権
を
取
得
し
た
所
有
者
で
あ
り
、
そ
の
所
有
権
の
保
全
の
た
め
に
仮
登
記
手
続
を
す
べ
き
と
こ
ろ
を
前
記
の
よ
う
な
事
情
で
、
登
記

手
続
を
委
任
さ
れ
た
司
法
書
士
が
抵
当
権
設
定
登
記
お
よ
び
停
止
条
件
付
代
物
弁
済
契
約
に
基
づ
く
所
有
権
移
転
請
求
権
保
全
の
仮
登
記
手
続
を
し

た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
前
記
の
と
お
り
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
右
抵
当
権
設
定
登
記
お
よ
び
停
止
条
件
付
代
物
弁
済
契
約
に
基
づ
く
所
有
権
移

転
請
求
権
保
全
の
仮
登
記
は
Y
の
意
思
に
基
づ
く
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
そ
う
す
れ
ば
、
前
記
①
の
判
例
の
趣
旨
か
ら
み
て
、

Y
は
、
善
意
無

過
失
の
第
三
者
に
対
し
、
右
登
記
が
実
体
上
の
権
利
関
係
と
相
違
し
、

Y
が
仮
登
記
を
経
た
所
有
権
者
で
あ
り
、
抵
当
権
者
な
い
し
停
止
条
件
付
代

物
弁
済
契
約
上
の
権
利
者
で
は
な
い
と
主
張
し
え
な
い
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
右
の
よ
う
な
第
三
者
が
Y
を
抵
当
権
者
な
い
し
停

止
条
件
付
代
物
弁
済
契
約
上
の
権
利
者
と
し
て
取
り
扱
う
と
き
は
、
前
記
②
の
判
例
の
趣
旨
に
徴
し
、

Y
は
そ
の
第
三
者
に
対
し
て
は
担
保
権
者
で

な
い
旨
を
主
張
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
ひ
い
て
第
三
者
は
、
登
記
に
か
か
る
A
の
債
務
の
弁
済
供
託
を
し
て
、

Y
に
対
し
抵
当
権
設
定
登
記
お
よ
び

所
有
権
移
転
請
求
権
保
全
の
仮
登
記
の
抹
消
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。
…
…
原
審
は
、
…
…
X
が
右
に
い
う
善
意
無
過
失
の

第
一
＿
＿
者
に
あ
た
る
か
ど
う
か
、
お
よ
び
X
の
し
た
弁
済
供
託
が
適
法
に
な
さ
れ
た
も
の
か
ど
う
か
等
に
つ
い
て
」
審
理
不
尽
の
非
難
を
免
れ
な
い
。

関
法

（
じ
っ
さ
い
に
は

A
か
ら
B
、
B
か
ら
X
へ
と
譲
渡
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、

B

を
無
視
す
る
な
ら
ば
、
）
第
二
の
譲
受
人

X
と
の
争
い
で
、
典
型
的
な
二
重
譲
渡
の
対
抗
関
係
の
問
題
で
あ
る
か
ら
、
民
法
一
七
七
条
が
適

一
方
で
、
判
例
⑨
（
最
判
昭
和
四
一
ニ
・
一

O・

―
七
）
を
引
用
し
て
九
四
条
二
項

四

（
二
八
六
）



と
―

1
0条
の
併
用
適
用
の
判
例
理
論
に
依
拠
し
、
他
方
で
、
最
判
昭
和
四
二
年
―
一
月
一
六
日
（
民
集
ニ
ー
巻
九
号
二
四
三

0
頁
）
を

引
用
し
て
抵
当
権
と
併
用
さ
れ
た
停
止
条
件
付
代
物
弁
済
契
約
に
も
と
づ
く
所
有
権
移
転
請
求
権
保
全
の
仮
登
記
は
一
種
の
変
型
担
保
権

（
清
算
型
の
非
典
型
担
保
）
と
解
す
べ
し
と
の
判
例
理
論
に
依
拠
し
て
結
論
を
導
い
て
い
る
。

五

本
件
の

Y
は
、
本
来
は
所
有
権
を
確
保
す
る
た
め
の
売
買
予
約
に
基
づ
く
所
有
権
移
転
請
求
権
保
全
の
仮
登
記
（
鈴
木
1
1
生
熊
判

批
に
し
た
が
い
以
下
単
純
な
仮
登
記
と
い
う
）
を
な
す
つ
も
り
で
あ
っ
た
の
に
、

A
に
欺
さ
れ
て
実
際
に
は
債
権
担
保
の
た
め
の
抵
当
権
と

併
用
し
た
停
止
条
件
付
代
物
弁
済
契
約
に
基
づ
く
所
有
権
移
転
請
求
権
保
全
の
仮
登
記
（
以
下
代
物
弁
済
仮
登
記
と
い
う
）
が
な
さ
れ
て
し

ま
っ
た
訳
で
あ
る
か
ら
、
九
四
条
を
類
推
す
べ
き
根
拠
を
見
い
出
す
こ
と
は
む
づ
か
し
い
。
判
旨
は
、
右
代
物
弁
済
仮
登
記
は

Y
の
意
思

に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
と
い
と
も
簡
単
に
虚
偽
表
示
の
成
立
を
肯
定
し
て
い
る
が
、
き
わ
め
て
問
題
が
多
い
。
本
件
の

Y
の
意
思
表
示
は

決
し
て
虚
偽
表
示
な
い
し
そ
れ
に
準
ず
る
も
の
と
評
価
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

Y
の
行
為
は

A
の
詐
欺
に
よ
る

錯
誤
に
基
づ
く
行
為
な
の
で
あ
る
。

Y
と
し
て
は
単
純
な
仮
登
記
に
よ
っ
て
順
位
の
保
全
を
図
ろ
う
と
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
代
物
弁
済

仮
登
記
が
無
効
行
為
の
転
換
の
理
論
な
い
し
は
登
記
流
用
の
理
論
に
よ
っ
て
順
位
保
全
効
を
認
め
ら
れ
る
な
ら
、
無
効
を
主
張
せ
ず
追
認

す
れ
ば
よ
い
の
で
あ
る
。
右
の
よ
う
な
場
合
に
虚
偽
表
示
で
あ
る
と
判
定
さ
れ
た
な
ら
、
使
用
貸
借
契
約
の
つ
も
り
で
賃
貸
借
（
の
登

記
）
が
成
立
し
て
し
ま
っ
た
り
、
売
買
の
つ
も
り
で
贈
与
（
の
登
記
）
が
成
立
し
て
し
ま
っ
た
り
し
た
場
合
は
、
表
意
者
の

の
）
意
思
に
基
づ
く
行
為
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
無
効
の
主
張
は
つ
ね
に
善
意
（
無
過
失
）

（
虚
偽
仮
装

承
認
す
る
理
論
と
な
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
本
件
の
問
題
は
、
代
物
弁
済
仮
登
記
が
単
純
な
仮
登
記
と
し
て
の
順
位
保
全

効
が
認
め
ら
れ
る
か
否
か
と
い
う
こ
と
に
帰
す
る
の
で
あ
る
。
順
位
保
全
効
が
認
め
ら
れ
る
な
ら
、

Y
は
順
位
が
保
全
さ
れ
る
か
ら
、
所

有
権
登
記
を
取
得
し
た
第
二
譲
受
人
に
優
先
し
て
全
面
的
に
勝
訴
す
る
こ
と
に
な
る
。
順
位
保
全
効
が
認
め
ら
れ
な
け
れ
ば
、

(3) 

民
法
九
四
条
二
項
と
民
法
―

1
0
条

（
二
八
七
）

Y
は
無
効

の
第
三
者
に
対
し
て
対
抗
し
え
な
い
こ
と
を



前
記
諸
評
釈
（
た
だ
し
幾
代
評
釈
は
別
）
は
右
Y
勝
訴
の
結
論
に
利
益
衡
量
上
不
満
を
も
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

Y
の
二
つ
の
登

記
に
所
有
権
移
転
の
対
抗
要
件
性
を
認
め
れ
ば
、

Y
勝
訴
、
そ
れ
を
否
定
す
れ
ば
、

（
こ
れ
を
明
言
す
る
も
の
に
前
掲
鈴
木
評
釈
、
同
星
野
評
釈
、
同
玉
田
評
釈
な

ど
）
。
し
か
し
最
判
昭
和
三
二
年
判
決
を
理
論
上
当
然
と
す
る
立
場
を
採
る
限
り
は
、
右
の
オ
ー
ル
・
オ
ア
・
ナ
ッ
ス
イ
ン
グ
は
当
然
の

帰
結
で
あ
り
、
そ
れ
を
利
益
衡
量
上
妥
当
で
な
い
と
す
る
根
拠
は
見
い
出
し
が
た
い
。
前
掲
鈴
木
評
釈
（
這
唸
）
は
、
「
事
件
の
実
質
に
即

し
て
、

Y
が
権
利
を
失
っ
て
も
や
む
を
え
な
い
事
情
と

X
側
の
保
護
に
値
す
る
事
情
と
の
比
較
考
量
に
よ
っ
て
問
題
を
解
決
す
る
」
の
が

妥
当
だ
と
し
、

Y
が
権
利
を
失
っ
て
も
や
む
を
得
な
い
と
す
る
事
情
を
Y
が
A
に
欺
さ
れ
て
書
類
を
十
分
に
み
な
い
で
署
名
押
印
し
て
し

ま
っ
た
と
い
う
こ
と
が
「
Y
が
そ
の
登
記
と
い
う
外
観
を
作
り
出
す
の
に
大
き
く
関
与
し
た
も
の
で
あ
る
」
（
右
の
よ
う
な
関
与
が
虚
偽
表

結
論
を
な
ぜ
か
妥
当
で
な
い
と
感
じ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る

(4) 
対
抗
し
う
る
こ
と
と
な
っ
て
、

Y
の
勝
訴
は
動
か
な
い
も
の
と
な
る
。

な
代
物
弁
済
仮
登
記
を
追
認
し
て
担
保
権
の
成
立
を
主
張
す
る
ほ
か

X
に
敗
訴
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
こ
の
順
位
保
全
効
を
認
め
ず
に

Y
の

錯
誤
無
効
の
追
認
を
肯
定
す
れ
ば
、
代
物
弁
済
仮
登
記
は
、
清
算
型
担
保
権
と
し
て
有
効
と
な
る
か
ら
、
結
局
本
件
判
旨
の
結
論
(
X
は

1
0
万
円
を
供
託
し
て
債
務
額
を
弁
済
し
て
い
る
か
ら
そ
れ
と
引
換
え
に
Y
の
仮
登
記
は
抹
消
さ
れ
る
）
と
ほ
ぽ
同
じ
に
帰
す
る
の
で
あ
る
。
し
か

る
に
本
件
判
旨
は
、
代
物
弁
済
仮
登
記
が
登
記
の
流
用
な
い
し
転
換
の
理
論
に
よ
っ
て
単
純
な
仮
登
記
と
し
て
の
順
位
保
全
効
が
あ
る
こ

と
を
当
然
の
前
提
と
し
て
い
る
と
い
う
（
輝
林
請
町
紐
匹
記
~
巳
。
最
判
昭
和
三
二
年
六
月
七
日

記
と
二
号
仮
登
記
は
相
流
通
で
き
順
位
保
全
効
を
有
す
る
こ
と
を
認
め
て
お
り
、
本
判
決
も
こ
の
右
最
判
昭
和
三
二
年
の
理
論
を
前
提
と

し
て
い
る
と
解
さ
れ
る
わ
け
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
本
件
の
代
物
弁
済
仮
登
記
も
単
純
な
仮
登
記
に
流
用
さ
れ
、
そ
れ
と
し
て

順
位
保
全
効
を
認
め
ざ
る
を
得
な
い
も
の
で
あ
る
以
上
、
抵
当
権
と
併
用
の
代
物
弁
済
仮
登
記
手
続
を
完
了
し
て
い
る
Y
は
、
当
然
X
に

関
法

第
四
五
巻
第
ニ
・
三
合
併
号

x勝
訴
と
い
う
オ
ー
ル
・
オ
ア
・
ナ
ッ
ス
イ
ン
グ
の

（
民
集
―
一
巻
六
号
九
三
六
頁
）
が
一
号
仮
登

六

（
二
八
八
）



七

示
に
準
ず
る
と
評
価
す
る
の
は
い
か
に
も
無
理
だ
と
思
わ
れ
る
）
と
い
う
こ
と
に
求
め
、
そ
の
外
観
（
登
記
）
を
信
頼
し
た
（
善
意
・
無
過
失
の
）

第
三
者
に
対
し
て
、

Y
は
外
観
法
理
上
責
に
任
ず
る
の
が
当
然
で
あ
る
と
論
じ
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
考
え
方
に
は
つ
ぎ
の
よ
う
な
疑
問

が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
最
判
昭
和
三
二
年
に
し
た
が
い
一
号
仮
登
記
と
二
号
仮
登
記
の
相
流
通
を
承
認
し
て
順
位
保
全
効
を
肯
定
し
か
つ

最
判
昭
和
四
二
年
―
一
月
一
六
日
及
び
仮
登
記
担
保
契
約
に
関
す
る
法
律
の
制
定
の
結
果
、
停
止
条
件
付
代
物
弁
済
契
約
の
仮
登
記
が
な

さ
れ
た
場
合
に
は
、
そ
れ
は
清
算
型
担
保
契
約
と
解
す
べ
き
で
あ
る
と
の
理
論
が
定
着
し
て
い
る
の
な
ら
ば
、
（
抵
当
権
と
併
用
の
）
代
物

弁
済
仮
登
記
が
な
さ
れ
て
い
る
登
記
簿
を
閲
覧
し
た
上
で
所
有
者
と
取
引
す
る
者
は
ま
ず
も
っ
て
こ
の
仮
登
記
は
単
純
な
仮
登
記
と
し
て

ぎ
り
、

流
用
さ
れ
る
こ
と
を
覚
悟
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
れ
を
欲
し
な
け
れ
ば
、
仮
登
記
権
利
者
に
真
意
を
確
認
す
べ
く
問
い
合
わ
せ
な
い
か

、
、
、
、
、

つ
ね
に
過
失
あ
る
者
と
な
っ
て
し
ま
う
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
ゆ
え
外
観
（
登
記
）
を
信
頼
し
た
善
意
、
無
過
失
の
第
三
者
な
ど
登
場

し
う
る
は
ず
が
な
い
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
要
す
る
に
、
前
記
各
本
件
判
批
が
、
「
二
号
仮
登
記
だ
け
な
ら
ば
、
な
お
一
号
仮
登
記
と
し

て
の
順
位
保
全
効
を
有
し
、

Y
は
X
の
請
求
に
対
す
る
抗
弁
と
し
う
る
が
、
抵
当
権
併
用
の
仮
登
記
の
場
合
に
は
、
客
観
的
に
は
清
算
型

担
保
権
と
解
す
べ
き
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
担
保
権
で
あ
る
と
信
じ
た
『
善
意
無
過
失
』
の

X
に
対
し
て
は
、

Y
は
担
保
権
者
で
は
な
く

所
有
権
者
で
あ
る
と
主
張
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
な
ど
と
論
じ
て
い
る
が
、
そ
の
よ
う
な
見
解
は
成
り
立
た
な
い
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

最
判
昭
和
三
二
年
を
理
論
的
に
前
提
し
て
い
る
以
上
は
、
そ
の
流
用
を
認
め
て
順
位
保
全
効
を
認
め
ら
れ
る
の
は
併
用
型
停
止
条
件
付
代

物
弁
済
契
約
に
基
づ
く
仮
登
記
で
も
同
じ
な
の
で
あ
り
、
前
述
の
と
お
り
無
過
失
の
第
三
者
が
登
場
す
る
こ
と
は
あ
り
え
な
い
と
い
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
本
件
の
合
理
的
な
解
決
の
た
め
に
は
、
む
し
ろ
端
的
に
つ
ぎ
の
よ
う
な
結
論
を
承
認
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち

最
判
昭
和
四
二
年
―
一
月
一
六
日
と
仮
登
記
担
保
法
の
下
で
の
代
物
弁
済
仮
登
記
は
単
純
な
一
号
仮
登
記
に
は
流
用
で
き
ず
、
し
た
が
っ

て
順
位
保
全
効
を
認
め
る
べ
き
で
な
い
と
い
う
結
論
を
妥
当
と
す
べ
き
な
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
本
件
は
二
重
譲
渡
に
関

民
法
九
四
条
二
項
と
民
法
―

1
0
条

（
二
八
九
）



ら
が
上
告
を
し
た
。

第
四
五
巻
第
ニ
・
三
合
併
号

（
二
九
0
)

す
る
対
抗
要
件
に
よ
る
優
劣
の
問
題
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
本
件
は
虚
偽
表
示
の
九
四
条
二
項
の
類
推
適
用
の
問
題
で
は

判
例
⑫
（
最
判
昭
和
四
七
・
一
―
・
ニ
八
）

x
（
原
告
・
被
控
訴
人
・
被
上
告
人
）
は
寺
院
で
あ
っ
て
、
本
件
宅
地
（
一
、
三

0
0
坪
）
を
所
有
し
て
い
た
が
、

Yl
（
被
告
・
控
訴
人
）
名
義
の
所

有
権
移
転
登
記
、
つ
い
で
売
買
予
約
を
原
因
と
す
る
¥
（
被
告
・
控
訴
人
）
名
義
の
所
有
権
移
転
請
求
権
保
全
の
仮
登
記
が
な
さ
れ
、
さ
ら
に
、
う

ち
一
部
に
つ
い
て

5
（
被
告
・
控
訴
人
・
上
告
人
）
名
義
の
所
有
権
移
転
登
記
、
う
ち
一
部
に
つ
き

¥
‘
Y
s
（
と
も
被
告
・
控
訴
人
・
上
告
人
）
名
義

の
所
有
権
移
転
登
記
が
な
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
い
ず
れ
も
X
が
関
与
し
て
い
な
い
の
に
な
さ
れ
た
無
効
な
も
の
で
あ
る
か
ら
、
右
各
登
記
の
抹
消

登
記
手
続
を
求
め
る
と
主
張
し
た
の
が
本
訴
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て

Yiは、

X
に
対
す
る
一
五
0
万
円
の
貸
金
債
権
に
つ
い
て
の
譲
渡
担
保
と
し

て
そ
の
所
有
権
の
移
転
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
と
主
張
し
、

t
ら
は
、
こ
れ
を
所
有
者
で
あ
る

Yiか
ら
適
法
に
買
い
受
け

(YaLys)
ま
た
は
売
買

予
約
を
し
て

(
Y
z
)
右
各
登
記
を
経
由
し
た
も
の
で
あ
る
と
争
っ
た
が
、
一
、
二
審
と
も
X

の
勝
訴
と
な
り
、
Y
i
.
5は
上
告
せ
ず
、
Y
a
.
Y
•
Y
S

事
実
関
係
は
複
雑
で
あ
る
が
簡
略
化
す
る
な
ら
ば
、

X
は
、
戦
災
で
焼
失
し
た
幼
稚
園
お
よ
ぴ
本
堂
再
建
を
企
図
し
て
、
代
表
役
員
A
、
A
の
叔

父
B

、

A
.
B

か
ら
土
地
売
却
を
委
任
さ
れ
た

C
、

C

か
ら
尽
力
方
を
依
頼
さ
れ
た
D

な
ど
が
い
て
、
他
方
、
D
.
E
•
Y
Iな
ど
を
代
表
者
と
す
る

N
株
式
会
社
が
設
立
さ
れ
た
ば
か
り
で
あ
っ
た
の
で
、

N
が
園
舎
の
建
築
を
引
受
け
、

X
所
有
の
本
件
土
地
以
外
の
四
0
0坪
を
担
保
に
入
れ
た
り
、

売
却
な
ど
を
し
て
幼
稚
園
を
完
成
せ
し
め
る
べ
き
旨
を
E
が
A
.
B
に
対
し
て
申
し
向
け
、
そ
の
手
筈
を
整
え
る
た
め
に
右
四
0
0坪
を
E
個
人
名

義
に
い
っ
た
ん
移
す
必
要
が
あ
る
と
し
て
移
転
登
記
を
さ
せ
た
。
そ
の
二
日
後
、

E
は
YIか
ら
四
一
万
円
を
借
り
受
け

Yi名
義
の
所
有
権
移
転
請
求

権
保
全
の
仮
登
記
を
経
由
し
、
借
り
た
四
一
万
円
は
自
己
と

N
会
社
の
用
途
に
費
消
し
て
し
ま
っ
た
。

C
は
な
ん
と
か
建
築
工
事
を
進
行
さ
せ
よ
う

は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

固

①

な
い
こ
と
に
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。

関
法

（
鈴
木
弘
・
法
曹
時
報
二
五
巻
―
二
号
一
五
八
頁
、
藤
原
弘
道
・
民
商
六
八
巻
五
号
八
一

0
頁
、
四
）
の
車
工
朱

宮
和
夫
・
法
協
九
一
巻
三
号
五
四
九
頁
、
高
島
平
蔵
・
法
セ
ミ
一
九
七
五
年
一

0
月
号
一
〇
八
頁

八



一九

と
し
て
い
た
が
、

E
の
横
領
や
土
地
売
却
の
行
づ
ま
り
な
ど
の
た
め
、
思
う
に
ま
か
せ
ず
、
こ
ん
ど
は
、
本
件
土
地
を
担
保
に
請
負
代
金
を
工
面
し

よ
う
と

YIに
相
談
し
た
と
こ
ろ
、

YIが
こ
れ
を
了
承
し
右
土
地
の
譲
渡
担
保
に
必
要
な
登
記
関
係
書
類
を
作
成
さ
せ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、

A
.
B

両
名
は
前
記
四

0
0坪
の
土
地
の
売
却
斡
旋
方
を
依
頼
し
た
こ
と
の
あ
る

G
ほ
か
数
名
の
ヤ
ク
ザ
者
に
監
禁
、
脅
迫
さ
れ
、
結
局
A
の
個
人
所
有
の

土
地
四

0
0坪
余
を
喝
取
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
そ
こ
で

A
.
B
は
C
.
D
.
y
iら
と
会
合
し
て
本
件
土
地
が
重
ね
て
G
ら
に
喝
取
さ
れ
る
こ
と
を
防

止
す
る
た
め
話
し
合
っ
た
席
上
、

B
は
本
件
土
地
に
つ
き

X
の
代
表
者
A
の
押
印
の
み
で
は
所
有
権
移
転
の
実
質
的
効
果
を
収
め
得
な
い
登
記
方
法

と
し
て
「
保
存
登
記
」
な
る
も
の
が
あ
り
、
こ
れ
を
講
じ
た
ら
ど
う
か
と
の
発
言
が
あ
っ
た

(
B
は
こ
れ
を
所
有
権
移
転
請
求
権
保
全
の
仮
双
立
記
を
意
図

し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
が
、

B
は
こ
れ
を
保
存
登
記
と
称
し
て
い
た
）
。
そ
の
夜
半
、

A
.
B
.
D
.
y
l
ら
が

X
方
に
集
っ
た
際
、

YIは、

A
を
た
く
み
に

誘
導
し
て
所
有
権
移
転
請
求
権
保
全
の
仮
登
記
と
思
わ
せ
て
、
か
ね
て
用
意
し
て
お
い
た
本
件
土
地
に
つ
き
譲
渡
担
保
契
約
に
よ
っ
て
所
有
権
移
転

登
記
手
続
を
す
る
に
必
要
な
諸
書
類
に

A
を
し
て
署
名
・
押
印
せ
し
め
た
。
そ
の
際
A
は
、
前
夜
来
の
監
禁
事
件
の
た
め
一
睡
も
せ
ず
疲
労
困
態
し

て
い
て
、
右
書
類
が

B
の
い
う
「
保
存
登
記
」
に
必
要
な
書
類
と
た
や
す
く
信
じ
て
い
た
。
そ
こ
で

Ytは
金
一
五

0
万
円
を

N
株
式
会
社
に
貸
与
し

た
う
え
、
昭
和
三

0
年
一
月
―
二
日
右
書
類
を
用
い
て
本
件
土
地
に
つ
き
自
己
名
義
に
所
有
権
移
転
登
記
を
な
し
、
つ
い
で

X

主
張
の
よ
う
に
\
•

\
•
Y
oの
た
め
に
売
買
に
よ
る
所
有
権
移
転
登
記
等
が
な
さ
れ
た
。

原
審
は
、

YIら
の
譲
渡
担
保
の
主
張
を
排
斥
し
、

YI
の
本
件
土
地
所
有
権
移
転
登
記
が
無
効
で
あ
る
以
上
、

YZ℃
¥
Y
s
の
各
登
記
も
す
べ
て
無
効

で
あ
る
と
判
示
し
て

X
を
勝
訴
さ
せ
た
一
審
判
決
を
相
当
と
し
て
控
訴
を
棄
却
し
た
。

YIら
が
上
告
。

「
右
認
定
事
実
に
よ
れ
ば
、

X
代
表
者
A
は、

G
か
ら
本
件
土
地
を
喝
取
さ
れ
る
こ
と
を
防
止
す
る
た
め
、
こ
れ
に
つ
き
、
他
と
相
通
じ
、
原
因

が
な
い
の
に
か
か
わ
ら
ず
原
因
の
成
立
を
仮
装
し
て
所
有
権
移
転
請
求
権
保
全
の
仮
登
記
手
続
を
経
由
し
よ
う
と
し
て
、

YI
の
提
示
し
た
所
有
権
移

転
登
記
手
続
を
す
る
に
必
要
な
諸
書
類
に
署
名
・
押
印
等
を
し
た
と
こ
ろ
、

YIは
ほ
し
い
ま
ま
に
右
書
類
を
用
い
て
本
件
土
地
に
つ
き
所
有
権
移
転

登
記
手
続
を
し
た
の
で
あ
っ
て
、
本
件
土
地
に
つ
き
、

X
の
意
図
し
た
仮
登
記
手
続
こ
そ
さ
れ
な
か
っ
た
が
、

X
に
お
い
て
仮
登
記
の
外
観
を
仮
装

民
法
九
四
条
二
項
と
民
法
―

1
0
条

最
高
裁
は
破
棄
差
戻
し
て
つ
ぎ
の
よ
う
に
判
示
し
た
。

（
二
九
一
）



②

本

件

は

X

る。」

第
四
五
巻
第
ニ
・
―
-
＿
合
併
号

（
二
九
二
）

（
所
有
権

し
よ
う
と
し
、
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
本
件
土
地
に
つ
き

YIを
権
利
者
と
す
る
所
有
権
移
転
登
記
手
続
が
さ
れ
る
結
果
が
生
じ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
こ

．
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
民
法
九
四
条
二
項
、
同
法
―

1
0
条
の
法
意
に
照
ら
し
て
、
第
三
者
で
あ
る

5
¥
Y
Sに
お
い
て
、
本
件
土
地
中

t
ら
の
主
張

に
か
か
る
各
土
地
に
つ
き
、
そ
の
主
張
の
よ
う
に

YIと
そ
れ
ぞ
れ
所
有
権
取
得
契
約
を
し
、
し
か
も
、
該
契
約
を
す
る
に
つ
き
善
意
・
無
過
失
で
あ

る
な
ら
ば
、

X
は、

YI
の
所
有
権
取
得
の
無
効
を
も
っ
て
Y
J
ら
に
対
抗
し
え
な
い
も
の
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
（
最
高
裁
昭
和
四
一
年
田
第
二

三
八
号
同
四
三
年
一

0
月
一
七
日
第
一
小
法
廷
判
決
・
民
集
二
二
巻
一

0
号
ニ
―
八
八
頁
参
照
）
。
し
か
る
に
、
こ
の
理
を
解
せ
ず
、
本
件
土
地
に

つ
き
X
の
意
図
す
る
所
有
権
移
転
請
求
権
保
全
の
仮
登
記
が
さ
れ
な
か
っ
た
と
の
一
事
を
も
っ
て
、
た
だ
ち
に

ylら
の
右
趣
旨
の
主
張
を
排
斥
し
た

原
判
決
は
、
法
の
解
釈
を
誤
り
、
そ
の
結
果
審
理
不
尽
の
違
法
を
犯
し
た
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
っ
て
、
論
旨
は
、
こ
の
点
に
お
い
て
理
由
が
あ

登
記
手
続
を
経
由
し
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、

YI
に
誘
導
な
い
し
欺
岡
さ
れ
て
譲
渡
担
保
契
約
に
基
づ
く

YI名
義
へ
の
所
有
権
移
転
登
記
手

続
を
し
て
し
ま
っ
た
と
い
う
事
案
に
対
し
て
、
最
判
昭
和
四
三
年
一

0
月
一
七
日
（
判
例
⑨
）
を
引
用
し
て
、
第
三
者

ylYYSが
YIと
取

引
す
る
に
あ
た
り
、
善
意
無
過
失
で
あ
る
な
ら
ば
、
民
法
九
四
条
二
項
、
同
法
―

1
0条
の
法
意
に
照
ら
し
、

X
は、

Yl
の
所
有
権
取
得

の
無
効
を
も
っ
て

Yaら
に
対
抗
し
え
な
い
も
の
と
解
す
べ
き
で
あ
る
と
判
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

い
う
ま
で
も
な
く
、
九
四
条
二
項
と
―

1
0条
併
用
適
用
の
一
事
例
で
あ
る
が
、
甲
と
乙
と
が
仮
装
し
よ
う
と
し
た
外
形

a

移
転
請
求
権
保
全
の
仮
登
記
）
は
現
実
に
は
作
出
さ
れ
ず
、
乙
の
欺
岡
に
よ
っ
て
そ
れ
と
は
異
な
る
外
形

B
（
所
有
権
移
転
登
記
）
が
作
出
さ

れ
た
と
い
う
点
に
先
例
⑨
と
の
顕
著
な
相
違
が
あ
る
。
判
例
⑨
は
、

X
が
知
人
の

A
か
ら
取
引
先
の
信
用
を
得
る
た
め
に
所
有
名
義
だ
け

を
貸
し
て
ほ
し
い
と
頼
ま
れ
て
、
自
己
所
有
不
動
産
に
つ
き
、

A
名
義
に
売
買
予
約
を
原
因
と
す
る
所
有
権
移
転
請
求
権
保
全
の
仮
登
記

関
法

（
代
表
者
A
)
が

Yiと
相
通
じ
、
原
因
が
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
を
仮
装
し
て
所
有
権
移
転
請
求
権
保
全
の
仮

四
〇



か
ら
さ
ら
に

YI、
YZと
売
り
渡
さ
れ
、
登
記
も
了
え
た
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

四

を
経
由
し
た
と
こ
ろ
、

A
が
X
の
委
任
状
等
を
偽
造
し
て
勝
手
に
自
分
名
義
に
本
登
記
を
し
た
う
え
、
こ
れ
を
第
三
者
B
に
売
却
し
、

B

私
見
に
よ
れ
ば
、
こ
の
両
判
例
の
事
案
の
相
違
は
決
定
的
に
重
要
な
も
の
で
あ
る
。
本
件
判
例
⑫
に
は
、
要
素
の
錯
誤
が
成
立
す
る
の

に
反
し
て
、
判
例
⑨
は
要
素
の
錯
誤
が
成
立
す
る
可
能
性
の
全
く
な
い
事
案
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

A
の
所
有
す
る
不
動
産
を

B
に
売
却

す
る
に
際
し
て
、

A
は
B
を
信
用
し
て
書
類
の
作
成
を
委
か
せ
た
と
こ
ろ
、

B
は
売
買
契
約
書
で
は
な
く
、
贈
与
契
約
書
を
作
成
し
、
た

く
み
に
A
に
署
名
・
押
印
さ
せ
、
そ
れ
に
よ
っ
て

B
名
義
の
移
転
登
記
を
経
由
し
た
場
合
に
は
、
客
観
的
に
贈
与
契
約
が
成
立
し
て
い
る

と
解
釈
さ
れ
る
限
り
、

A
は
法
律
行
為
の
性
質
な
い
し
種
類
に
関
す
る
錯
誤
と
し
て
の
要
素
の
錯
誤
に
よ
る
無
効
を
主
張
し
う
る
は
ず
で

あ
る
。
そ
れ
と
同
様
に
本
件
に
お
い
て

a
た
る
「
売
買
予
約
に
基
づ
く
所
有
権
移
転
請
求
権
保
全
の
仮
登
記
手
続
」
を
し
よ
う
と
し
て
、

相
手
に
欺
岡
さ
れ

P
た
る
「
譲
渡
担
保
に
基
づ
く
所
有
権
移
転
登
記
手
続
」
が
な
さ
れ
た
な
ら
ば
、
外
形

P
は
要
素
の
錯
誤
で
無
効
と
な

ら
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
表
意
者
た
る
錯
誤
者
に
重
大
な
過
失
が
あ
る
か
否
か
が
問
わ
れ
る
可
能
性
は
あ
る
が
、
重
大

過
失
が
あ
る
な
ら
ば
、
表
意
者
は
錯
誤
無
効
の
主
張
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
結
果
、
外
形

P
は
有
効
と
し
て
扱
わ
れ
る
。
だ
が
、
錯
誤

が
相
手
方
に
よ
っ
て
意
図
的
に
惹
起
さ
れ
た
場
合
に
は
、
重
大
過
失
に
よ
る
錯
誤
無
効
の
主
張
を
表
意
者
か
ら
奪
う
べ
き
で
は
な
い
の
で
、

い
ず
れ
に
せ
よ
X
•
Y
I間
の
行
為
の
錯
誤
無
効
は
承
認
さ
れ
ざ
る
を
得
な
い
と
思
わ
れ
る
。

本
件
事
案
の
解
釈
の
困
難
性
は
、
外
形
a
が
真
意
に
基
づ
か
な
い
仮
装
の
行
為
で
あ
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
第
三
者
が
信
頼
し
た
外
形

は

P
で
あ
り
、
権
利
者
に
よ
っ
て
仮
装
的
に
作
出
さ
れ
る
は
ず
の
外
形
a
で
は
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
も
し
X
が
真
意
に
基
づ
い
て
外
形
a

を
形
成
し
た
の
ち
、

YI
が
偽
造
文
書
等
に
よ
っ
て

YI名
義
へ
の
所
有
権
移
転
登
記
を
し
た
と
す
れ
ば
、

YI
か
ら
の
善
意
の
譲
受
人
yl
等
に

対
し
て

X
は
外
形

B
の
無
効
主
張
は
認
め
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
外
形
a
の
無
効
主
張
を
も
っ
て
対
抗
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
も
の

民
法
九
四
条
二
項
と
民
法
―

1
0条

（二九――-）



第
四
五
巻
第
ニ
・
三
合
併
号

と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
先
き
の
売
買
契
約
の
意
思
で
贈
与
契
約
が
成
立
し
て
し
ま
っ
た
と
い
う
設
例
の
場
合
も
同
様
で
、

表
意
者
は
、
贈
与
契
約
の
錯
誤
に
よ
る
無
効
を
相
手
方
ま
た
は
第
三
者
に
対
し
て
主
張
し
う
る
が
、
売
買
の
無
効
を
相
手
方
ま
た
は
第
三

者
に
主
張
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
べ
き
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
は
、
売
買
契
約
が
相
手
方
と
の
間
で
仮
装
的
に
合
意
さ
れ
て
い
た
場

合
で
あ
っ
て
も
善
意
の
第
三
者
に
対
す
る
関
係
で
は
同
様
に
扱
う
べ
き
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
虚
偽
表
示
に
お
け
る
仮
装
的
外
形
に
つ

き
、
虚
偽
表
示
者
が
善
意
の
第
三
者
に
対
し
て
責
任
を
負
う
（
無
効
を
も
っ
て
対
抗
で
き
な
い
）
範
囲
は
、
原
則
と
し
て
、
仮
装
外
形
が
真

意
に
基
づ
い
て
形
成
さ
れ
、
従
っ
て
有
効
な
行
為
が
成
立
し
た
場
合
に
負
う
べ
き
範
囲
に
限
定
さ
れ
る
は
ず
だ
か
ら
で
あ
る
。

3
 

全
の
仮
登
記
の
外
観
を
仮
装
し
よ
う
と
し
、
そ
の
つ
も
り
で

Yi
の
提
示
し
た
書
類
に
署
名
押
印
し
た
と
こ
ろ
、

Yiが
勝
手
に
右
書
類
を
用

前
掲
藤
原
判
批
は
、
本
件
の
批
評
に
お
い
て
、
本
件
の
事
案
は
、

X
の
代
表
者
A
が
本
件
土
地
に
つ
い
て
所
有
権
移
転
請
求
権
保

い
て
本
件
土
地
に
つ
き
自
己
名
義
に
所
有
権
移
転
登
記
を
経
由
し
た
う
え
、
こ
れ
を
¥
に
売
り
渡
し
た
事
案
と
し
て
ま
と
め
た
上
で
、
こ

の
事
案
の
形
を
「
背
信
行
為
介
在
型
」
の
う
ち
の
「
単
一
外
形
型
」
（
権
利
者
の
承
認
し
た
外
形
は
一
度
も
作
出
さ
れ
ず
に
、
最
初
か
ら
そ
れ
と

異
っ
た
外
形
が
作
出
さ
れ
た
事
案
類
型
ー
四
宮
教
授
の
分
類
）
に
属
す
る
と
見
て
、
判
例
④
（
最
判
昭
四
五
•
四
·
一
六
）
と
比
較
し
て
い
る
。

し
か
し
判
例
④
は
、
九
四
条
二
項
類
推
適
用
判
例
で
第
三
者
は
保
護
さ
れ
る
べ
き
要
件
と
し
て
善
意
の
み
を
要
求
さ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な

い
の
で
、
む
し
ろ
、
「
外
形
連
鎖
型
」
（
権
利
者
の
承
認
し
た
外
形
が
い
っ
た
ん
は
作
出
さ
れ
た
が
、
名
義
人
等
の
背
信
行
為
に
よ
り
、
こ
れ
に
基
づ

い
て
さ
ら
に
第
二
の
外
形
が
作
出
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
場
合
ー
四
宮
教
授
の
分
類
）

つ
け
て
分
析
し
、

X
の
承
認
し
た
外
形
が
所
有
権
移
転
請
求
権
保
全
の
仮
登
記
で
あ
っ
た
の
に
、
第
三
者
の
信
頼
し
た
外
形
が
所
有
権
移

転
登
記
（
本
登
記
）

関
法

（
二
九
四
）

の
判
例
⑨
（
最
判
昭
四
三
•

10・ 
―七）

の
事
案
に
引
き

で
あ
っ
た
と
い
う
点
を
判
例
が
重
視
し
、
権
利
者
の
意
図
し
た
仮
登
記
が
い
っ
た
ん
な
さ
れ
た
う
え
で
名
義
人
が
勝

手
に
そ
の
本
登
記
を
し
て
し
ま
っ
た
場
合
と
、
（
本
件
の
よ
う
に
）
名
義
人
が
仮
登
記
を
し
な
い
で
い
き
な
り
自
己
名
義
に
所
有
権
移
転
登

四



の
権
利
を
取
得
し
う
る
地
位
に
止
ま
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る

ニ
ッ
ク
で
あ
る
と
考
え
る
。
現
在
に
お
け
る

な
い
の
に
―

1
0
条
の
法
意
を
も
ち
出
し
、
か
つ
、

結
論
的
に
み
て
き
わ
め
て
妥
当
で
あ
っ
た
」
（
退
頃
恥
）
と
評
論
し
て
い
る
。

四

記
を
し
て
し
ま
っ
た
場
合
と
で
、
第
三
者
保
護
の
要
件
に
差
等
を
設
け
る
必
要
は
な
い
と
み
て
、
判
例
⑨
の
先
例
に
従
い
、
＼
ら
が
善
意

、
、
、

無
過
失
で
あ
る
か
ぎ
り
、

X
は
Yi
の
所
有
権
取
得
の
無
効
を
も
っ
て
y
J
ら
に
対
抗
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
し
た
も
の
で
あ
る
と
も
評
価

し
、
「
本
判
決
が
こ
の
よ
う
に
第
三
者
側
の
要
件
を
加
重
す
る
」
判
例
⑨
の
「
立
場
か
ら
本
件
事
案
の
解
決
を
図
ろ
う
と
し
た
こ
と
は
、

し
か
し
な
が
ら
、
前
述
の
と
お
り
本
件
の
事
案
を
権
利
者
の
真
実
の
意
思
に
基
づ
い
て
「
仮
登
記
」
を
す
べ
き
と
こ
ろ
、
名
義
人

の
誘
導
に
よ
っ
て
「
本
登
記
」
が
成
立
し
た
場
合
と
み
た
な
ら
ば
、
本
登
記
の
錯
誤
に
よ
る
無
効
を

X
が
主
張
す
る
限
り
、
善
意
（
無
過

失
）
の
第
三
者
た
る
し
と
い
え
ど
も
救
済
さ
れ
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か

三
者
の
保
護
要
件
と
し
て
善
意
の
ほ
か
無
過
失
を
要
求
す
る
こ
と
を
積
極
的
に
評
価
す
る
こ
と
よ
り
も
、
そ
れ
が
外
観
法
理
的
発
想
に

よ
っ
て
導
き
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ぎ
り
、
本
人
の
帰
責
性
を
根
拠
づ
け
る
法
理
を
検
討
す
る
こ
と
が
よ
り
重
要
で
は
な
い
か
と
思
わ

れ
る
。
本
件
に
お
け
る
仮
装
の
所
有
権
移
転
請
求
権
保
全
の
仮
登
記
に
つ
い
て
の

X
の
承
認
が
売
買
契
約
（
実
は
譲
渡
担
保
契
約
で
あ
る
が

書
類
上
は
売
買
契
約
書
で
あ
っ
た
）
に
基
づ
く
所
有
権
移
転
の
本
登
記
と
い
う
外
観
に
対
し
て
善
意
・
無
過
失
で
信
頼
し
た
第
三
者
に
対
す

る
X
の
責
任
を
基
礎
づ
け
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
無
過
失
の
第
三
者
保
護
を
溝
き
出
す
た
め
に
、
代
理
人
の
権
限
躁
越
で
も

と
規
定
し
、
無
過
失
と
い
う
文
言
も
な
い
の
に
同
条
の
法
意
を
も
ち
出
す
こ
と
は
、
私
見
に
よ
れ
ば
、
法
解
釈
と
し
て
逸
脱
し
た
テ
ク

請
求
権
保
全
の
仮
登
記
が
な
さ
れ
た
と
し
て
、
そ
の
無
効
を
も
っ
て

X
は
又
ら
に
対
抗
し
え
ず
、
従
っ
て
善
意
の

t
ら
は
、
右
仮
登
記
上

民
法
九
四
条
二
項
と
民
法
―

1
0
条

(4) 

(YS
に
よ
る
X
の
重
大
過
失
の
抗
弁
は
と
り
あ
え
ず
無
視
す
る
）
。
第

―
1
0
条
が
第
三
者
保
護
の
要
件
と
し
て
権
限
あ
り
と
信
ず
べ
き
「
正
当
ノ
理
由
」

（
仮
登
記
担
保
法
の
成
立
を
み
た
今
日
か
ら
見
て
）

＼
ら
の
保
護
の
程
度
は
、

（
従
っ
て
、
本
件
土
地
を
取
得
す
る
た
め
に
は
、

X
に
対
し
て
清
算
金
を
支
払
う

（
二
九
五
）

X
の
所
有
権
移
転
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こ
と
に
な
ろ
う
か
）
。
判
例
⑨
に
対
す
る
私
見
を
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

ニ
に
お
い
て
九
四
条
二
項
類
推
適
用
判
例
を
概
観
し
つ
つ
、
そ
の
問
題
点
を
指
摘
し
、
類
推
適
用
の
根
拠
と
し
て
、
第
三
者
が
信

頼
を
お
い
た
仮
装
外
形
の
発
生
存
続
が
真
の
権
利
者
の
意
思
に
基
づ
い
て
い
る
こ
と
に
求
め
、
従
っ
て
類
推
の
射
程
範
囲
も
権
利
者
の
意

思
に
基
づ
く
仮
装
の
意
思
表
示
と
そ
の
外
形
へ
の
信
頼
に
限
定
さ
れ
る
べ
き
旨
を
説
い
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
相
手
方
の
仮
装
外
形
に
つ

い
て
の
承
諾
の
有
無
や
厳
密
な
意
味
で
の
通
謀
性
の
要
件
等
の
緩
和
に
は
賛
成
し
え
る
が
、
本
人
た
る
権
利
者
が
作
出
し
た
の
で
も
な
く
、

相
手
方
が
作
出
し
た
の
で
も
な
く
、
全
く
関
係
の
な
い
第
三
者
た
る
区
役
所
の
係
官
が
作
出
し
、
権
利
者
が
単
に
そ
の
仮
装
外
形
の
存
続

を
放
置
し
て
い
た
に
す
ぎ
な
い
場
合
に
は
、
も
は
や
九
四
条
二
項
の
類
推
適
用
の
枠
を
越
え
て
お
り
、
そ
れ
は
許
さ
れ
な
い
と
の
見
解
を

明
ら
か
に
し
て
、
判
例
⑧
（
最
判
昭
四
八
•
六
・
ニ
八
）

（一）

の
結
論
に
反
対
し
て
き
た
。

九
四
条
二
項
は
、
表
意
者
が
相
手
方
と
通
謀
し
て
な
し
た
意
思
表
示
の
無
効
を
善
意
の
第
三
者
に
対
し
て
対
抗
し
え
な
い
旨
を
規

定
し
て
お
り
、
換
言
す
れ
ば
、
虚
偽
・
仮
装
の
外
形
的
意
思
表
示
の
無
効
を
主
張
し
え
な
い
結
果
、
そ
れ
が
善
意
の
第
三
者
と
の
関
係
に

お
い
て
有
効
と
し
て
扱
わ
れ
る
こ
と
を
意
味
し
て
お
り
、
ま
た
そ
れ
に
尽
き
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
た
と
え
ば
、

0
条
の
併
用
適
用
判
例
は
根
本
的
な
問
題
を
は
ら
ん
で
い
る
。
甲
が
仮
登
記
の
作
出
に
つ
い
て
し
か
承
認
し
て
い
な
い
の
に
、
乙
の
背
信

行
為
に
よ
っ
て
作
出
さ
れ
た
所
有
権
移
転
本
登
記
を
信
頼
し
た
第
三
者
に
対
し
て
責
任
を
負
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
れ
ば
、
そ
の
法

理
的
根
拠
を
何
に
求
め
れ
ば
よ
い
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

判
例
④
に
対
す
る
四
宮
判
批
（
蝉
翌
鯰

g-）
は
次
の
よ
う
に
論
ず
る
。
「
背
信
行
為
介
在
型
」
の
「
外
形
連
鎖
型
」
（
仮
装
の
仮
登
記

関
法

四

お

わ

り

に

四
四

二
九
六
）



て
い
る
。

四
五

を
承
認
し
た
が
、
名
義
人
が
さ
ら
に
本
登
記
し
た
事
案
類
型
）

の
場
合
に
は
、
①
第
二
の
外
形
に
対
す
る
権
利
者
の
承
認
が
あ
れ
ば
問
題
が
な

い
、
と
す
る
。
こ
れ
は
真
に
正
し
い
指
摘
で
あ
り
、
私
見
も
権
利
者
の
承
認
が
あ
る
以
上
、
権
利
者
に
帰
責
せ
し
め
て
か
ま
わ
な
い
と
思

よ
い
。
つ
ぎ
に
②
「
承
認
」
が
な
い
場
合
で
も
、
第
一
の
外
形
に
つ
い
て
権
利
者
の
承
認
が
あ
り
、
そ
し
て
第
二
の
外
形
が
第
一
の
外
形

と
の
間
に
「
適
当
な
関
連
」
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
か
ぎ
り
、
表
見
法
理
の
適
用
に
必
要
な
、
権
利
者
側
の
帰
責
原
因
は
存
す
る
と
み
て

よ
い
で
あ
ろ
う
、
と
述
べ
て
い
る
。
つ
ま
り
裏
か
ら
い
え
ば
、
第
三
者
側
の
主
観
的
態
様
と
に
ら
み
合
わ
せ
な
が
ら
、
権
利
者
に
権
利
喪

失
の
犠
牲
を
強
い
る
こ
と
を
や
む
を
え
な
い
と
す
る
よ
う
な
関
連
性
が
要
求
さ
れ
る
、
と
い
え
よ
う
、
と
も
述
べ
て
い
る
。
さ
て
こ
の
②

の
四
宮
意
見
に
は
問
題
が
多
い
。
ま
ず
「
適
当
な
関
連
性
」
と
「
権
利
者
に
権
利
喪
失
の
犠
牲
を
強
い
る
こ
と
を
や
む
を
え
な
い
と
す
る

一
般
的
な
表
見
法
理
の
問
題
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
そ
の
引
用
す
る
ヴ
ェ
ル
ス

パ
ッ
ヒ
ア
の
外
観
信
頼
保
護
の
理
論
に
基
づ
く
も
の
の
よ
う
で
あ
る
が
、
こ
の
理
論
は
、
外
部
的
構
成
要
件
を
信
じ
て
法
律
行
為
を
し
た

者
は
、
そ
の
外
部
的
構
成
要
件
が
、
信
頼
保
護
に
よ
っ
て
不
利
益
を
受
け
る
者
の
「
関
与

(
Z
u
t
u
n
)
」
に
よ
っ
て
発
生
し
た
も
の
で
あ

る
と
き
は
、
そ
の
信
頼
は
保
護
さ
れ
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
ヴ
ェ
ル
ス
パ
ッ
ヒ
ア
の
関
与
は
、
第
一
の
外
形
が
仮
装
の
も
の
で
あ
っ

た
場
合
に
さ
ら
に
他
人
に
よ
っ
て
作
出
さ
れ
た
第
二
の
外
形
が
第
一
の
外
形
と
適
当
な
関
連
性
が
あ
れ
ば
よ
い
と
い
う
よ
う
な
も
の
で
は

な
く
、
第
三
者
が
信
頼
を
お
い
た
外
形
そ
の
も
の
に
つ
い
て
の
外
的
容
態
と
し
て
の
関
与
を
問
題
と
し
て
い
る
も
の
で
あ
っ
て
、
第
一
の

外
形
と
第
二
の
外
形
と
の
何
ら
か
の
関
連
と
い
う
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
「
保
護
に
値
い
す
る
信
頼
を
惹
起
せ
し
め
る
よ
う

な
外
的
事
実
が
本
人
の
助
成
（
関
与

(
Z
u
t
u
n
)

ー
高
森
）
に
よ
っ
て
成
立
す
る
に
至
っ
た
か
」
（
饂
畔
釈
喜
』
m幻
3
蛇
祁
匹
競
）
を
問
題
と
し

民
法
九
四
条
二
項
と
民
法
―

1
0
条

関
連
性
」
と
の
間
に
は
大
き
な
距
た
り
が
あ
る
。

う
。
た
だ
右
の
場
合
は
、
単
純
な
九
四
条
二
項
類
推
適
用
型
に
属
し
、

（―-九七）

―
1
0条
の
法
意
を
問
う
必
要
は
な
く
な
る
こ
と
に
注
意
す
れ
ば



る
趣
旨
を
生
か
し
き
っ
て
い
な
い
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

第
四
五
巻
第
ニ
・
三
合
併
号

こ
ろ
が
、
相
手
方
が
欺
岡
し
て
勝
手
に
自
分
名
義
に
所
有
権
移
転
登
記
手
続
を
し
た
場
合
（
判
例
⑫
）

た
第
二
の
外
形
を
信
頼
し
て
取
引
し
た
善
意
・
無
過
失
の
第
一
二
者
を
「
九
四
条
二
項
、

（
二
九
八
）

つ
ぎ
に
、
判
例
に
よ
れ
ば
、
仮
登
記
の
仮
装
作
出
を
承
認
し
仮
登
記
し
た
と
こ
ろ
、
他
人
が
勝
手
に
自
分
名
義
に
偽
造
文
書
を
使
っ
て

本
登
記
に
し
た
場
合
（
判
例
⑨
）
、
所
有
権
を
取
得
し
た
者
が
相
手
の
欺
岡
に
よ
っ
て
停
止
条
件
付
代
物
弁
済
契
約
に
基
づ
く
仮
登
記
と

抵
当
権
設
定
登
記
を
な
さ
れ
て
し
ま
っ
た
場
合
（
判
例
⑪
）
、
仮
装
の
所
有
権
移
転
請
求
権
保
全
の
仮
登
記
手
続
を
す
る
意
思
だ
っ
た
と

の
い
ず
れ
に
も
、
他
人
の
作
出
し

取
引
保
護
の
要
請
に
応
ず
べ
き
」
こ
と
を
根
拠
に
し
て
権
利
者
の
責
任
を
肯
定
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
ほ
と
ん
ど
第
一
の
外
形
と
第

二
の
外
形
の
関
連
性
と
い
う
よ
り
は
、
第
一
の
外
形
に
つ
い
て
の
権
利
者
の
仮
装
表
示
の
承
認
に
の
み
帰
責
性
を
見
い
出
し
て
い
る
と
み

る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
四
宮
判
批
は
「
適
当
な
関
連
性
」
、
星
野
判
批
は
「
何
ら
か
の
関
連
性
」
（
蝉
這
ユ
琴
嗜
）
、
川
村
判
批
は

「
何
ら
か
の
牽
連
性
」
（
雌
這
翠
鉗
六
）
と
い
う
が
、
そ
れ
ら
は
な
ん
の
歯
止
め
に
も
な
っ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

前
掲
の
藤
原
判
批
は
、
右
川
村
判
批
を
引
用
し
つ
つ
ド
イ
ツ
の
権
利
外
観
法
理
は
、
善
意
者
保
護
の
要
件
と
し
て
、
「
外
形
の
作

四
出
に
対
す
る
本
人
の
関
与

(Zutun)
、
外
形
の
作
出
に
つ
い
て
の
本
人
の
了
解
と
意
思

(
W
i
s
s
e
n
u
n
d
 Wille)
」
が
問
題
と
さ
れ
、
「
本

人
の
帰
責
根
拠
の
追
及
が
し
つ
よ
う
に
行
な
わ
れ
て
き
た
こ
と
」
に
言
及
さ
れ
な
が
ら
、
前
述
の
四
宮
判
批
、
星
野
・
川
村
各
判
批
に
基

本
的
に
賛
意
を
示
し
、
第
一
一
＿
者
保
護
の
要
件
と
し
て
無
過
失
を
要
求
す
る
か
ぎ
り
、
判
例
⑫
や
同
⑨
の
場
合
の
よ
う
に
、
「
権
利
者
が
作

出
す
る
こ
と
を
承
認
し
た
外
形
が
所
有
権
移
転
請
求
権
保
全
の
仮
登
記
で
あ
っ
た
の
に
、
第
三
者
の
信
頼
し
た
外
形
が
所
有
権
移
転
登
記

で
あ
っ
た
よ
う
な
場
合
」
に
限
定
し
て
「
両
者
の
間
の
『
関
連
性
』
は
比
較
的
容
易
に
肯
定
さ
れ
る
」
と
し
て
い
る
。
こ
れ
で
は
せ
っ
か

く
ド
イ
ツ
権
利
外
観
法
理
に
お
い
て
、
（
第
二
の
）
外
形
の
作
出
に
対
す
る
本
人
の
「
関
与
」
、
「
本
人
の
了
解
と
意
思
」
を
要
求
し
て
い

関
法

―1
0
条
の
法
意
に
照
ら
し
、
外
観
尊
重
お
よ
び

四
六



参
考
文
献
（
本
文
中
に
引
用
し
た
も
の
以
外
で
網
羅
的
な
も
の
に
限
る
）

民
法
九
四
条
二
項
と
民
法
―

1
0
条

は
で
き
な
い
と
思
わ
れ
る
。

登
記
を
本
登
記
に
直
す
た
め
に
は
、
予
約
完
結
権
の
行
使
等
の
一
定
の
要
件
が
要
求
さ
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
よ
う
に
解
す
る
こ
と

え
る
説
も
あ
る
が

因

最
後
に
、
仮
登
記
を
他
人
が
ほ
し
い
ま
ま
に
本
登
記
に
し
た
場
合
（
偽
造
印
や
偽
造
文
書
等
に
よ
る
）
を
「
自
然
的
発
展
」
と
と
ら

な
か
ろ
う
か
。

伍

四
七

私
見
は
、
本
人
の
虚
偽
の
意
思
表
示
が
、
仮
に
真
実
の
意
思
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
場
合
を
越
え
て
第
三
者
を
保
護
す
べ
き
必
要

は
な
い
、
と
考
え
る
。
そ
の
考
え
を
貫
く
べ
き
で
あ
る
と
思
う
（
判
例
⑨
の
原
審
の
意
見
）
。
川
村
前
掲
は
じ
め
、
そ
の
他
の
学
説
も
こ
の

意
見
に
反
論
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
反
論
は
、
第
一
に
、
虚
偽
表
示
者
の
表
示
責
任
の
問
題
と
表
見
代
理
に
お
け
る
本
人
（
授
権
）
表

示
の
問
題
と
を
安
易
に
同
一
レ
ベ
ル
で
論
じ
て
い
る
点
（
た
と
え
ば
、

本
人
の
基
本
代
理
権
授
与
と
相
手
方
の

1
0
九
条
と
―

1
0
条
の
競
合
や
一
―
二
条
と
―

1
0
条
の
競
合
的
表
見

代
理
に
つ
い
て
言
及
し
、
九
四
条
に
つ
い
て
も
―

1
0条
の
併
用
を
肯
定
的
に
論
ず
る
な
ど
。
な
お
、
右
の
競
合
型
表
見
代
理
に
対
す
る
反
論
と
し
て
は

高
森
1
1
高
森
「
競
合
型
表
見
代
理
論
の
批
判
的
考
察
」
『
表
見
代
理
理
論
の
再
構
成
j

三
0
五
頁
参
照
）
、
第
二
に
、

―
1
0
条
の
表
見
代
理
規
定
を

（
代
理
人
に
よ
っ
て
作
出
さ
れ
た
）
外
観
へ
の
信
頼
を
保
護
す
る
、
す
な
わ
ち
外
観
に
対
す
る
「
善

意
・
無
過
失
」
の
第
三
者
を
保
護
す
る
制
度
と
解
し
て
い
る
点
な
ど
に
疑
問
を
感
じ
る
。
す
で
に
触
れ
た
よ
う
に
、
ド
イ
ツ
の
権
利
外
観

法
理
や
イ
ギ
リ
ス
の
禁
反
言
の
法
理
は
、
第
三
者
が
信
頼
を
お
い
た
外
観
が
本
人
に
よ
っ
て
表
示
な
い
し
作
出
さ
れ
た
と
客
観
的
に
判
断

さ
れ
う
る
場
合
、
す
な
わ
ち
、
本
人
の
外
観
に
対
す
る
作
出
的
関
与
や
h
o
l
d
i
n
g
o
u
t
が
認
め
ら
れ
る
場
合
に
の
み
本
人
に
責
任
を
負
わ

せ
る
制
度
で
あ
る
。
こ
の
点
、
わ
が
国
の
こ
れ
ま
で
の
右
二
理
論
に
対
す
る
諸
学
説
の
理
解
に
は
根
本
的
な
誤
謬
が
存
し
て
い
た
の
で
は

（
た
と
え
ば
、
星
野
判
批
・
法
協
八
七
巻
五
号
六
二
三
頁
は
「
仮
登
記
の
延
長
な
い
し
自
然
的
発
展
に
す
ぎ
な
い
」
と
い
う
）
、
仮

（
二
九
九
）



関
法

第
四
五
巻
第
ニ
・
三
合
併
号

川
井
健
「
民
法
九
四
条
二
項
類
推
適
用
論
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
増
刊
『
不
動
産
物
権
変
動
の
理
論
』
八
頁
以
下
。

下
森
定
「
不
実
登
記
と
民
法
九
四
条
二
項
の
類
推
適
用
」
『
現
代
判
例
民
法
学
の
課
題
』
八
七
頁
以
下
（
法
学
書
院
）
。

下
森
定
「
不
実
の
登
記
と
民
法
九
四
条
二
項
の
類
推
適
用
」
『
民
法
基
本
論
集
』
第
一
巻
総
則
―
二
八
頁
以
下
（
法
学
書
院
）
。

高
田
喜
博
「
民
法
九
四
条
二
項
の
類
推
適
用
に
つ
い
て
」
北
海
学
園
大
学
法
学
研
究
二
四
巻
一
号
七
一
頁
以
下
、
二
号
二
八
七
頁
以
下
。

吉
田
真
澄
「
民
法
九
四
条
二
項
と
登
記
」
金
山
教
授
還
暦
記
念
同
志
社
法
学
一
六
一
巻
五
六
号
九

0
頁
以
下
。 四

八

（三

0
0
)




